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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　保存袋において、
　（ａ）第１の側壁と、
　（ｂ）内部への開口部をとともに袋の内部を形成するように、前記第１の側壁に接続さ
れた第２の側壁と、
　（ｃ）前記袋の前記開口部に隣接して配置されたジッパー側面部であって、前記ジッパ
ー側面部が、（ｉ）前記第１の側壁に取り付けられた第１の封止用部品、及び（ｉｉ）前
記第２の側壁に取り付けられ、前記第１の封止用部品に対して実質的に平行に延びる第２
の封止用部品を備え、前記第１の封止用部品と前記第２の封止用部品の両方が、前記ジッ
パー側面部の長さに沿って、前記ジッパー側面部の第１側と前記ジッパー側面部の第２側
との間に延び、前記第１の封止用部品が、前記袋の前記開口部の封止を形成するために、
前記第２の封止用部品と相互係止するように構成される、ジッパー側面部と、
　前記ジッパー側面部に隣接して配置された別のジッパー側面部であって、前記別のジッ
パー側面部が、（ｉ）前記第１の側壁に取り付けられた第３の封止用部品、及び（ｉｉ）
前記第２の側壁に取り付けられ、前記第３の封止用部品に対して実質的に平行に延びる第
４の封止用部品を備え、前記第３の封止用部品と前記第４の封止用部品の両方が、前記別
のジッパー側面部の長さに沿って、前記別のジッパー側面部の第１側と前記別のジッパー
側面部の第２側との間に延び、前記第３の封止用部品が、前記袋の前記開口部の封止を形
成するために、前記第４の封止用部品と相互係止するように構成される、別のジッパー側
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面部と、
　（ｄ）前記ジッパー側面部と前記別のジッパー側面部とのそれぞれに対して跨状の関係
で配置されたスライダであって、前記スライダが、少なくとも第１の開放部材を含み、前
記スライダが、（ｉ）前記スライダを第１の方向にスライドさせたときに、前記ジッパー
側面部の前記第１の封止用部品と前記第２の封止用部品とを咬合させるとともに前記別の
ジッパー側面部の前記第３の封止用部品と前記第４の封止用部品とを咬合させ、（ｉｉ）
前記スライダを第２の方向にスライドさせたときに、前記ジッパー側面部の前記第１の封
止用部品と前記第２の封止用部品とを咬合解除するとともに前記別のジッパー側面部の前
記第３の封止用部品と前記第４の封止用部品とを咬合解除するように、前記ジッパー側面
部に沿ってスライドするように構成される、スライダと、
　（ｅ）前記第１の側壁及び前記第２の側壁のうちの少なくとも１つの少なくとも一端に
配置された少なくとも１つのデテントであって、前記少なくとも１つのデテントが、前記
第１の側壁及び前記第２の側壁の前記少なくとも１つの内部表面上の前記ジッパー側面部
と前記別のジッパー側面部との間に位置する区域に配設され、前記少なくとも１つのデテ
ントが、前記区域において、前記第１の側壁及び前記第２の側壁のうちの前記少なくとも
１つの前記内部表面を通って前記スライダがスライドする方向に部分的にのみ延び、前記
スライダの前記第１の開放部材が、耐漏出性の端部封止を提供するために、前記少なくと
も１つのデテントと係合することが可能である、少なくとも１つのデテントと、
を備え、
　前記少なくとも１つのデテントが、（ｉ）前記第１の側壁及び前記第２の側壁のうちの
少なくとも１つの前記袋の内部に面する側上の凹表面、及び（ｉｉ）前記第１の側壁及び
前記第２の側壁のうちの前記少なくとも１つの前記袋の外側の側の少なくとも１つの凸表
面を備え、
　前記スライダの前記第１の開放部材が、前記凹表面の内側から前記少なくとも１つのデ
テントに係合する、保存袋。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのデテントが、（ｉ）前記第１の側壁の一端に配置された第１側、
及び（ｉｉ）前記第２の側壁の一端に配置された第２側を備える、請求項１に記載の保存
袋。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのデテントの前記第１側及び前記第２側が、それぞれの側壁の同一
端部上に配置され、前記第１側が、前記第２側と隣接する、請求項２に記載の保存袋。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのデテントの前記第１側が、（ｉ）前記第１の側壁の前記袋の内部
に面した側の凸表面、及び（ｉｉ）前記第１の側壁の前記袋の外側の側の凹表面を備える
、請求項３に記載の保存袋。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのデテントの前記第１側が、（ｉ）前記第１の側壁の前記袋の内部
に面した側の凹表面、及び（ｉｉ）前記第１の側壁の前記袋の外側の側の凸表面を備える
、請求項３に記載の保存袋。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのデテントの前記第２側が、（ｉ）前記第２の側壁の前記袋の内部
に面した側の凹表面、及び（ｉｉ）前記第２の側壁の前記袋の外側の側の凸表面を備える
、請求項３に記載の保存袋。
【請求項７】
　前記第１の方向に前記スライダをスライドさせたときに、前記スライダが、前記ジッパ
ー側面部に沿った前記少なくとも１つのデテントに向かう方向に、前記ジッパー側面部に
沿ってスライドする、請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の保存袋。
【請求項８】
　前記第２の方向に前記スライダをスライドさせたときに、前記スライダが、前記ジッパ
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ー側面部に沿った前記少なくとも１つのデテントから離れる方向に、前記ジッパー側面部
に沿ってスライドする、請求項７に記載の保存袋。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのデテントの長さが、３７５ｍｉｌ（９．５３ｍｍ）である、請求
項１から請求項８のいずれか一項に記載の保存袋。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１４年６月２０日付けで出願された米国仮特許出願第６２／０１４，９
５７号、及び２０１４年６月２０日付けで出願された米国仮特許出願第６２／０１４，９
７７号に基づく優先権を主張する、２０１５年６月１９日付で出願された係属中の米国特
許出願第１４／７４４，５５６号の一部係属出願である。
【０００２】
　本発明は、一般に、封止用構造部材に関する。より詳細には、本発明は、相互係止用側
面部材の少なくとも２つの対、並びに、相互係止用側面部材を開閉するためのスライダを
備える封止用構造部材に関する。本発明の封止用構造部材はしばしば、たとえば、再封止
可能な熱可塑性保存袋のようなパウチ上に配設される。
【背景技術】
【０００３】
　可撓性のプラスチック材料で作製された保存袋がよく知られている。そのような保存袋
は、様々なサイズで作製され、食品、用具、衣類、工具などを含む様々な物品を収容する
ために使用することができる。そのような保存袋は、しばしば、袋の内部を再封止可能に
封止する何らかのタイプのジッパー様の封止用開閉機構を含む。本出願の譲受人により、
封止用開閉機構をもつプラスチック製保存袋が、ＺＩＰＬＯＣ（登録商標）という商標で
販売されている。
【０００４】
　プラスチック製保存袋の封止用開閉機構は、ファスナー構造部材又はジッパーとしばし
ば呼ばれ、袋の頂端部に相互係止式の封止用側面部材を含む。再封止可能な封止を生成す
るために、ユーザの指の間で咬合される対向する細長い相互係止用側面部材の単一の対を
有する封止用開閉機構がよく知られている。さらに、単一の対よりも、強くセキュアな封
止を生成するために、細長い相互係止用側面部材の複数の対、たとえば、ユーザの指によ
り１つにプレスされる対向する上側相互係止用側面部材及び下側相互係止用側面部材及び
を有する封止用開閉機構を使用することもできる。また、封止を開閉する単一の相互係止
用側面部材対及び複数の相互係止用側面部材対を有する封止用構造部材とともに、スライ
ダを使用することが知られている。
【０００５】
　一例では、封止アセンブリは、ユーザの指で摘んで封止するようにして、相互係止用側
面部材を咬合及び咬合解除することによって、封止され、開封される。ユーザは、彼の／
彼女の指を用いて相互係止用側面部材を１つにプレスすることによって袋を封止し、彼の
／彼女の指を用いて側面部材を引き離すことによって袋を開封する。封止用構造部材は、
一方の袋壁に配設された第１の封止用ストリップ部材と、対向する袋壁に配設された第２
の封止用ストリップ部材を有する。第１の封止用ストリップ部材及び第２の封止用ストリ
ップ部材の各々は、２つの緩衝プロファイル間に配設された２つの平行に離間した相互係
止用側面部材を含み、それらは全て、バッキングフランジの同じ側から延びている。さら
に、封止用ストリップ部材のうちの１つは、２つの相互係止用側面部材の間に配設された
中央側面部材を有する。
【０００６】
　別の例では、袋は、封止を簡単に咬合及び咬合解除する相互係止用側面部材の２つの対
を有する封止用構造部材に取り付けられたスライダを有する。スライダは、２つの対向側
壁に取り付けられた頂部壁を有し、それにより、２つの対向側壁は、スライダを封止アセ
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ンブリに沿って閉鎖方向にスライドさせたときに、相互係止用側面部材の両方の対を咬合
させる。スライダはまた、スライダを封止アセンブリに沿って開放方向にスライドさせた
ときに、相互係止用側面部材の両方の対を咬合解除する、相互係止用側面部材の両方の対
の間に下向きに延びた咬合解除フィンガー又はプラウを有する。しかしながら、対向する
相互係止用側面部材全体にプラウが延びていると、スライダ全体が封止用構造部材上の閉
位置にあるときであっても、プラウの周りにギャップ又は開口が生じることがあり、その
結果、封止が途切れ、袋の内部に保持される液体、空気、ガス又は粒状内容物の漏出を引
き起こすことがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】米国特許第５,１４０,７２７号
【発明の概要】
【０００８】
　１つの態様によれば、本発明は、第１の側壁と、内部への開口部をとともに袋の内部を
形成するように、前記第１の側壁に接続された第２の側壁とを備える保存袋を提供する。
当該保存袋は、袋の開口部に隣接する配置されたジッパー側面部材を含む。ジッパー側面
部材は、第１の側壁に取り付けられた第１の封止用部品、及び、第２の側壁に取り付けら
れ、第１の封止用部品に対して実質的に平行に延びる第２の封止用部品を備える。第１の
封止用部品と第２の封止用部品の両方が、ジッパー側面部材の長さに沿って、ジッパー側
面部材の第１側とジッパー側面部材の第２側との間に延びる。第１の封止用部品は、当該
袋の開口部の封止を形成するために、第２の封止用部品と相互係止するように構成される
。ジッパー側面部材と跨状の関係で、スライダが配置される。スライダは、少なくとも第
１の開放部材を含む。スライダは、スライダを第１の方向にスライドさせたときに、ジッ
パー側面部材の第１の封止用部品と第２の封止用部品とを咬合させるように、ジッパー側
面部材に沿ってスライドするように構成される。スライダは、スライダを第２の方向にス
ライドさせたときに、ジッパー側面部材の第１の封止用部品と第２の封止用部品とを咬合
解除するように、ジッパー側面部材に沿ってスライドするようにさらに構成される。第１
の側壁及び第２の側壁のうちの少なくとも１つの少なくとも一端に、少なくとも１つのデ
テントが配置される。少なくとも１つのデテントは、第１の側壁及び第２の側壁の少なく
とも１つの内部表面上のジッパー側面部材の上方又は下方の区域に配設される。少なくと
も１つのデテントは、ジッパー側面部材の上方又は下方の区域において、第１の側壁及び
第２の側壁のうちの少なくとも１つの内部表面を通って部分的にのみ延び、スライダの第
１の開放部材は、耐漏出性の端部封止を提供するために、少なくとも１つのデテントと係
合することが可能である。
【０００９】
　別の態様によれば、本発明は、第１の側壁と、内部への開口部をとともに袋の内部を形
成するように、第１の側壁に接続された第２の側壁とを備える保存袋を提供する。当該保
存袋は、袋の開口部に隣接する配置された第１のジッパー側面部材を含む。第１のジッパ
ー側面部材は、第１の側壁に取り付けられた第１の封止用部品、及び、第２の側壁に取り
付けられ、第１の封止用部品に対して実質的に平行に延びる第２の封止用部品を備える。
第１の封止用部品と第２の封止用部品の両方が、第１のジッパー側面部材の長さに沿って
、第１のジッパー側面部材の第１側と第１のジッパー側面部材の第２側との間に延びる。
第１の封止用部品は、当該袋の開口部の封止を形成するために、第２の封止用部品と相互
係止するように構成される。当該保存袋は、第１のジッパー側面部材から離間した第２の
ジッパー側面部材をさらに含む。第２のジッパー側面部材は、第１の側壁に取り付けられ
た第３の封止用部品、及び、第２の側壁に取り付けられ、第３の封止用部品に対して実質
的に平行に延びる第４の封止用部品を備える。第３の封止用部品と第４の封止用部品の両
方が、第２のジッパー側面部材の長さに沿って、第２のジッパー側面部材の第１側と第２
のジッパー側面部材の第２側との間に延びる。第３の封止用部品は、当該袋の開口部の第
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２の封止を形成するために、第４の封止用部品と相互係止するように構成される。第１の
ジッパー側面部材及び第２のジッパー側面部材と跨状の関係で、スライダが配置される。
スライダは、第１のジッパー側面部材と第２のジッパー側面部材との間の区域に配設され
た第１の開放部材を少なくとも備える。スライダは、スライダを第１の方向にスライドさ
せたときに、第１のジッパー側面部材の第１の封止用部品と第２の封止用部品とを、及び
第２のジッパー側面部材の第３の封止用部品と第４の封止用部品とを咬合させるように、
第１のジッパー側面部材及び第２のジッパー側面部材に沿ってスライドするように構成さ
れる。スライダは、スライダを第２の方向にスライドさせたときに、第１のジッパー側面
部材の第１の封止用部品と第２の封止用部品とを、及び第２のジッパー側面部材の第３の
封止用部品と第４の封止用部品とを咬合解除するようにさらに構成される。第１の側壁及
び第２の側壁のうちの少なくとも１つの少なくとも一端に、少なくとも１つのデテントが
配置される。少なくとも１つのデテントは、第１の側壁及び第２の側壁の少なくとも１つ
の内部表面上の第１のジッパー側面部材と第２のジッパー側面部材との間の区域に配設さ
れる。少なくとも１つのデテントは、第１のジッパー側面部材と第２のジッパー側面部材
との間の区域において、第１の側壁及び第２の側壁のうちの少なくとも１つの内部表面を
通って部分的にのみ延び、スライダの第１の開放部材は、耐漏出性の端部封止を提供する
ために、少なくとも１つのデテントと係合することが可能である。
【００１０】
　同様の構造が同様の又は類似の参照数字を有する以下の詳細な説明を考察すると、本発
明の他の態様及び利点が明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態による閉鎖した袋の側面図であり、袋の閉鎖端部にスライダ
が配置されている（この実施形態では、袋の開放方向は左から右であり、袋の閉鎖方向は
右から左である）。
【図２】図１に示した袋の頂部斜視図であり、袋が開いており、端部ストップが加えられ
ている。
【図３Ａ】咬合位置における細長いダブルジッパー側面部材の一実施形態の、図１の線３
Ａ－３Ａに沿った部分断面図であり、明快のために、断面の平面の後ろの部分が省略され
ている。
【図３Ｂ】咬合位置における図３Ａの細長いダブルジッパー側面部材の上側ジッパー側面
部材の拡大部分断面図である。
【図３Ｃ】咬合位置における図３Ａの細長いダブルジッパー側面部材の上側ジッパー側面
部材の拡大部分断面図である。
【図３Ｄ】咬合位置における図３Ａの細長いダブルジッパー側面部材の下側ジッパー側面
部材の拡大部分断面図である。
【図３Ｅ】咬合位置における図３Ａの細長いダブルジッパー側面部材の下側ジッパー側面
部材の拡大部分断面図である。
【図３Ｆ】咬合位置における細長いダブルジッパー側面部材の他の実施形態の、図１の線
３Ｄ－３Ｄに沿った部分断面図であり、明快のために、断面の平面の後ろの部分が省略さ
れている。
【図３Ｇ】図３Ｆの細長いダブルジッパー側面部材の図１の線３Ｅ－３Ｅに沿った部分断
面図であり、ダブルジッパー側面部材を図１の袋の側壁に取り付けるための一実施形態を
示している。
【図４Ａ】図３Ａの細長いダブルジッパー側面部材の図１の線４Ａ－４Ａに沿った部分断
面図であり、図３Ａのダブルジッパー側面部材に動作可能に係合したときのスライダの一
実施形態の閉鎖端部を示し、明快のために、断面の平面の後ろの部分が省略されている。
【図４Ｂ】図３Ａのダブルジッパーの図２の線４Ｂ－４Ｂに沿った部分断面図であり、図
３Ａのダブルジッパー側面部材を咬合解除する図４Ａのスライダの咬合解除フィンガーの
一実施形態を示している。
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【図５Ａ】図４Ａのスライダの咬合解除フィンガーの一実施形態を示す、図３Ａの細長い
ダブルジッパー側面部材の図１の線５Ａ－５Ａに沿った部分断面図であり、下向きに付勢
されている。
【図５Ｂ】図５Ａのスライダの咬合解除フィンガーを示す、図３Ａのダブルジッパー側面
部材の図２の線５Ｂ－５Ｂに沿った部分断面図であり、図３Ａの細長いダブルジッパー側
面部材の下側ジッパー側面部材を最初に咬合解除するように下向きに付勢されている。
【図５Ｃ】図５Ａのスライダの咬合解除フィンガーを示す、図３Ａのダブルジッパー側面
部材の図２の線５Ｃ－５Ｃに沿った部分断面図であり、下向きの付勢により、図３Ａに示
した上側ジッパー側面部材及び下側ジッパー側面部材が咬合解除される。
【図６Ａ】図４Ａのスライダの咬合解除フィンガーの一実施形態を示す、図３Ａの細長い
ダブルジッパー側面部材の図１の線６Ａ－６Ａに沿った部分断面図であり、上向きに付勢
されている。
【図６Ｂ】図６Ａのスライダの咬合解除フィンガーを示す、図３Ａのダブルジッパー側面
部材の図２の線６Ｂ－６Ｂに沿った部分断面図であり、図３Ａの細長いダブルジッパー側
面部材の上側ジッパー側面部材を最初に咬合解除されるように上向きに付勢されている。
【図６Ｃ】図６Ａのスライダの咬合解除フィンガーを示す、図３Ａのダブルジッパー側面
部材の図２の線６Ｃ－６Ｃに沿った部分断面図であり、上向きの付勢により、図３Ａに示
した上側ジッパー側面部材及び下側ジッパー側面部材が咬合解除される。
【図７Ａ】咬合位置における細長いダブルジッパー側面部材の他の実施形態の、図１の線
７Ａ－７Ａに沿った部分断面図であり、明快のために、断面の平面の後ろの部分が省略さ
れている。
【図７Ｂ】咬合位置における図７Ａの細長いダブルジッパー側面部材の下側ジッパー側面
部材の拡大部分断面図である。
【図８Ａ】プロファイルリブが咬合解除位置にある、細長いダブルジッパー側面部材の他
の実施形態の、図２の線８Ａ－８Ａに沿った部分断面図である。
【図８Ｂ】プロファイルリブが変形した、図８Ａの細長いダブルジッパー側面部材の閉鎖
端部の図２の線８Ｂ－８Ｂに沿った部分断面図である。
【図９Ａ】図７Ａの細長いダブルジッパー側面部材の図２の線９Ａ－９Ａに沿った部分断
面図であり、図７Ａに示したダブルジッパー側面部材を咬合解除フィンガーが咬合解除す
るスライダの一実施形態を示し、明快のために、断面の平面の後ろの部分が省略されてい
る。
【図９Ｂ】図８Ａの細長いダブルジッパーの図２の線９Ｂ－９Ｂに沿った部分断面図であ
り、図８Ａのダブルジッパー側面部材を咬合解除する図９Ａのスライダの咬合解除フィン
ガーの一実施形態を示している。
【図９Ｃ】図８Ｂの細長いダブルジッパーの図１の線９Ｃ－９Ｃに沿った部分断面図であ
り、図８Ｂのダブルジッパー側面部材上の閉鎖位置にある図９Ａのスライダの一実施形態
を示している。
【図１０Ａ】本発明による咬合解除フィンガーをもつスライダの１つの実施形態の頂部斜
視図である。
【図１０Ｂ】図１０Ａに例示したスライダの頂面図である。
【図１０Ｃ】咬合解除フィンガーの別の実施形態をもつ図１０Ａに例示したスライダの頂
面図である。
【図１０Ｄ】咬合解除フィンガーの別の実施形態をもつ図１０Ａに例示したスライダの頂
面図である。
【図１０Ｅ】咬合解除フィンガーの別の実施形態をもつ図１０Ａに例示したスライダの頂
面図である。
【図１１】図７Ａの細長いダブルジッパー側面部材の図１の線１１－１１に沿った部分断
面図であり、図７Ａのダブルジッパー側面部材に動作可能に係合した図１０Ａのスライダ
を示し、明快のために、断面の平面の後ろの部分が省略されている。
【図１２】袋の一端のデテントと、図１の袋のダブルジッパー側面部材上に動作可能に係
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合された図１０Ａのスライダを含む図１の袋の部分側面図である。
【図１３】図１２の袋上に含まれるデテントの図１２の線１３－１３に沿った拡大部分断
面図であり、明快のために、断面の平面の後ろの部分が省略されている。
【図１４】袋の各端部の複数のデテントと、図１の袋のダブルジッパー側面部材上に動作
可能に係合された図１０Ａのスライダとを含む図１の袋の部分側面図である。
【図１５Ａ】咬合解除位置における細長いダブルジッパー側面部材の他の実施形態の、図
２の線１５Ａ－１５Ａに沿った部分断面図であり、明快のために、断面の平面の後ろの部
分が省略されている。
【図１５Ｂ】ダブルジッパー側面部材をもつ袋の別の実施形態の部分側面図であり、当該
袋は、袋のダブルジッパー側面部材上に動作可能に係合された咬合解除フィンガー及びテ
イル部を備えるスライダの実施形態を含む（この実施形態では、袋の開放方向は右から左
であり、袋の閉鎖方向は左から右である）。
【図１５Ｃ】図１５Ａの細長いダブルジッパー側面部材をもつスライダの開放端部におけ
る図１５Ｂの線１５Ｃ－１５Ｃに沿った部分断面図であり、図１５Ａのダブルジッパー側
面部材上に動作可能に係合された図１５Ｂのスライダ及び咬合解除フィンガーの実施形態
を示している。
【図１５Ｄ】図１５Ａの細長いダブルジッパー側面部材をもつスライダの閉鎖端部におけ
る図１５Ｂの線１５Ｄ－１５Ｄに沿った部分断面図であり、図１５Ａのダブルジッパー側
面部材上に動作可能に係合された図１５Ｂのスライダのテイル部の実施形態を示している
。
【図１６】図１の袋のダブルジッパー側面部材上に動作可能に係合し、同一垂直面におけ
るダブルジッパー側面部材の同時開閉が可能なスライダの別の実施形態を含む、図１の袋
の部分側面図である。
【図１７Ａ】図１の袋のダブルジッパー側面部材上に動作可能に係合し、ダブルジッパー
側面部材のオフセット開閉が可能なスライダの別の実施形態を含む、図１の袋の部分側面
図である。
【図１７Ｂ】図１の袋のダブルジッパー側面部材上に動作可能に係合し、ダブルジッパー
側面部材のオフセット開閉が可能なスライダの別の実施形態を含む、図１の袋の部分側面
図である。
【図１８Ａ】図１の袋のダブルジッパー側面部材上に動作可能に係合し、マルチレベルス
ライダ保持が可能なスライダの別の実施形態を含む、図１の袋の部分側面図である。
【図１８Ｂ】図１の袋のダブルジッパー側面部材上に動作可能に係合し、マルチレベルの
垂直スライダ保持が可能なスライダの別の実施形態を含む、図１の袋の部分側面図である
。
【図１９】本発明の別の実施形態による閉鎖した袋の側面図であり、袋の閉鎖端部にスラ
イダが配置されている（この実施形態では、袋の開放方向は左から右であり、袋の閉鎖方
向は右から左である）。
【図２０】図１９に示した袋の頂部斜視図であり、袋が開いており、端部ストップが加え
られている。
【図２１】咬合位置における細長いダブルジッパー側面部材の他の実施形態の、図１９の
線２１－２１に沿った部分断面図であり、明快のために、断面の平面の後ろの部分が省略
されている。
【図２２Ａ】図２１の細長いダブルジッパー側面部材の図１９の線２２Ｆ－２２Ｆに沿っ
た部分断面図であり、ダブルジッパー側面部材を図１９の袋の側壁に取り付けるための一
実施形態を示している。
【図２２Ｂ】図２１の細長いダブルジッパー側面部材の図１９の線２２Ｆ－２２Ｆに沿っ
た部分断面図であり、ダブルジッパー側面部材を図１９の袋の側壁に取り付けるための一
実施形態を示している。
【図２２Ｃ】図２１の細長いダブルジッパー側面部材の図１９の線２２Ｆ－２２Ｆに沿っ
た部分断面図であり、ダブルジッパー側面部材を図１９の袋の側壁に取り付けるための一
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実施形態を示している。
【図２２Ｄ】図２１の細長いダブルジッパー側面部材の図１９の線２２Ｆ－２２Ｆに沿っ
た部分断面図であり、ダブルジッパー側面部材を図１９の袋の側壁に取り付けるための一
実施形態を示している。
【図２２Ｅ】図２１の細長いダブルジッパー側面部材の図１９の線２２Ｆ－２２Ｆに沿っ
た部分断面図であり、ダブルジッパー側面部材を図１９の袋の側壁に取り付けるための一
実施形態を示している。
【図２２Ｆ】図２１の細長いダブルジッパー側面部材の図１９の線２２Ｆ－２２Ｆに沿っ
た部分断面図であり、ダブルジッパー側面部材を図１９の袋の側壁に取り付けるための一
実施形態を示している。
【図２３】本発明による分離機構をもつスライダの別の実施形態の頂部斜視図である。
【図２４】図２３に例示したスライダの側面斜視図であり、分離機構の特徴部を明瞭にす
るためにスライダの一部分が除去されている。
【図２５】図１９の袋のダブルジッパー側面部材に動作可能に係合した図２３及び図２４
のスライダ及び分離機構を含む図１９の袋の部分側面図であり、明快のためにスライダの
一部分が取り外されている。
【図２６】図２１の細長いダブルジッパー側面部材の図２０の線２６－２６に沿った部分
断面図であり、図２１のダブルジッパー側面部材に動作可能に係合した図２３及び図２４
のスライダを示し、明快のために、断面の平面の後ろの部分が省略されている。
【図２７】袋の一端のデテントと、図１９の袋のダブルジッパー側面部材上に動作可能に
係合された図２３のスライダとを含む図１９の袋の部分側面図である。
【図２８】図２７の袋上に含まれるデテントの図２７の線２８－２８に沿った拡大部分断
面図であり、明快のために、断面の平面の後ろの部分が省略されている。
【図２９】袋の各端部の複数のデテントと、図１９の袋のダブルジッパー側面部材上に動
作可能に係合された図２３のスライダとを含む図１９の袋の部分側面図である。
【図３０】袋のダブルジッパー側面部材上に動作可能に係合されたスライダを含む袋の別
の実施形態の部分側面図であり、ジッパー側面部材の少なくとも１つは、聴覚／触覚フィ
ードバックが可能である。
【図３１Ａ】変更されていないジッパー側面部材のうちの１つの封止用部品の一実施形態
の頂部斜視図である。
【図３１Ｂ】片側が変形したジッパー側面部材のうちの１つの封止用部品の一実施形態の
頂部斜視図である。
【図３１Ｃ】片側が変形したジッパー側面部材のうちの１つの封止用部品の別の実施形態
の頂部斜視図である。
【図３１Ｄ】両側が変形したジッパー側面部材のうちの１つの封止用部品の一実施形態の
頂部斜視図である。
【図３２】図１の袋のダブルジッパー側面部材上に動作可能に係合された図１８Ｂのスラ
イダを含む図１の袋の頂部斜視図であり、ダブルジッパー側面部材の上側ジッパー側面部
材により、聴覚及び触覚フィードバックが可能になる。
【図３３】図１の袋のダブルジッパー側面部材上に動作可能に係合された図１のスライダ
を含む図１に示された袋の頂部斜視図であり、ジッパー側面部材の外部表面及び内部表面
に複数の凹部が提供されている。
【図３４Ａ】袋の一端のデテントと、袋の他端に配置され、図１９の袋のダブルジッパー
側面部材上に動作可能に係合された図２３のスライダとを含む図１９の袋の１つの側壁の
部分側面図である。
【図３４Ｂ】袋の一端のデテントと、デテントの近くに配置され、図１９の袋のダブルジ
ッパー側面部材上に動作可能に係合された図２３のスライダとを含む図１９の袋の１つの
側壁の部分側面図である。
【図３４Ｃ】袋の一端のデテントと、デテントに配置され、図１９の袋のダブルジッパー
側面部材上に動作可能に係合された図２３のスライダとを含む図１９の袋の１つの側壁の
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部分側面図である。
【図３５Ａ】図３４Ａ～図３４Ｃの袋上に含まれるデテントの片側の図３４の線３５Ａ－
３５Ａに沿った拡大部分断面図であり、明快のために、断面の平面の後ろの部分が省略さ
れている。
【図３５Ｂ】図３４Ａ～図３４Ｃの袋上に含まれるデテントの片側の図３４の線３５Ｂ－
３５Ｂに沿った拡大部分断面図であり、明快のために、断面の平面の後ろの部分が省略さ
れている。
【図３６】図３４Ａ～図３４Ｃのデテントの図３４Ｂの線３６－３６に沿った部分断面図
であり、図３４Ａ～図３４Ｃのデテントと係合する前の図２３のスライダを示し、明快の
ために、断面の平面の後ろの部分が省略されている。
【図３７】図３４Ａ～図３４のＣデテントの図３４Ｃの線３７－３７に沿った部分断面図
であり、図３４Ａ～図３４Ｃのデテントと動作可能に係合した図２３のスライダを示し、
明快のために、断面の平面の後ろの部分が省略されている。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明は、相互係止用側面部材の少なくとも２つの対、並びに、相互係止用側面部材を
開閉するためのスライダを備える封止用構造部材に関する。本発明は、また、相互係止用
側面部材の少なくとも２つの対と、相互係止用側面部材を開閉するためのスライダとを備
える封止用構造部材を含む保存袋に関する。本発明の特徴部は、それにより、漏出耐性、
高い外部開放力、高い内部破裂強度、向上した垂直スライダ保持を含む増大したスライダ
を保持力、及び聴覚／触覚フィードバック、並びに、平行マルチレベル開閉又はオフセッ
トマルチレベル開閉を使用したプロファイルの開閉シーケンスの制御を提供する。
【００１３】
　本明細書の記載から明らかであるように、用語「袋」は、パウチ、封筒、パケットのよ
うな、物品を収容するように設計された幅広い範囲の構造を包含する。一般に、用語「袋
」は、本明細書で使用される場合、単に、開口部をもついくぶん可撓性の容器を意味し、
袋は、任意の数の物品を担持することが可能である。
【００１４】
　次に図面を参照すると、図１及び図２は、本発明の一実施形態による袋１００の図であ
る。袋１００は、第１の側壁１０２及び第２の側壁１０４を含む。第１の側壁１０２と第
２の側壁１０４とは、縁部１０６及び１０８に沿って接続され、第１の側壁１０２と第２
の側壁１０４とは、袋１００の底縁部１１０でも接続される。以下に記載するように、ジ
ッパー側面部材１１２及び１１４により規定される縁部１１６に隣接して、袋１００の内
部への開口部１０３が形成される。第１の側壁１０２及び第２の側壁１０４は、以下に記
載するプラスチックのような実質的に透明なプラスチックから作製することができ、それ
により、袋の内部の内容物を、簡単に判定することができるようになる。代替的には、第
１の側壁１０２及び第２の側壁１０４を実質的に不透明にする、又は完全に不透明な材料
で作製することができる。
【００１５】
　図１及び図２に同じく示すように、スライダ１２０は、袋１００への開口部１０３を開
閉するように、ジッパー側面部材１１２及び１１４に動作可能に係合している。スライダ
１２０を閉鎖端部（たとえば、図１の袋１００の左側）に向かってスライドさせると、対
向する側壁１０２、１０４を１つにし、ジッパー側面部材１１２、１１４を咬合させるこ
とによって、開口部１０３が閉鎖される。スライダ１２０を開放端部（たとえば、図１の
袋１００の右側）に向かってスライドさせると、対向する側壁１０２、１０４を離し、ジ
ッパー側面部材１１２、１１４を咬合解除させることによって、開口部１０３が開放され
る。図２に示すように、ジッパー側面部材１１２、１１４の端部からスライダ１２０が外
れることを防止するために、袋１００の閉鎖端部及び開放端部の一方又は両方に、少なく
とも１つの端部ストップ１０５を含むことができる。
【００１６】
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　図３Ａに示すように、上側ジッパー側面部材１１２は、第１の封止用部品２００及び第
２の封止用部品２０２を含み、下側ジッパー側面部材１１４は、第３の封止用部品２０４
及び第４の封止用部品２０６を含む。第１の封止用部品２００及び第３の封止用部品２０
４は、第１のバッキング部材２１０上に提供され、第２の封止用部品２０２及び第４の封
止用部品２０６は、対向する第２のバッキング部材２１２上に提供される。封止用部品の
対をもつ上側ジッパー側面部材と、封止用部品の第２の対をもつ下側ジッパー側面部材と
のそのような構成は、しばしば、ダブルジッパーと称される。１つの実施形態では、バッ
キング部材２１０、２１２は、側壁１０２、１０４の頂縁部にそれぞれ接続され、別の実
施形態では、バッキング部材２１０、２１２は単に、側壁１０２、１０４の延長部分又は
一部である。図３Ａに示した実施形態では、第１の封止用部品２００及び第４の封止用部
品２０６は、凹型のＣ字型相互係止用側面部材を有し、第２の封止用部品２０２及び第３
の封止用部品２０４は、凸型のダブルフック矢型相互係止用側面部材を有する。ただし、
本発明の趣旨から逸脱することなく、個々の封止用部品２００、２０２、２０４及び２０
６の固有の形状及び構造を変更することができる。別の実施形態では、たとえば、ジッパ
ー側面部材１１２、１１４は、よりセキュアで漏出耐性が高い封止を生成するために、追
加の封止用部品を含んでもよく、及び／又は、１つの側壁上の凹型要素と、対向する側壁
上の凸型要素の両方を含んでもよい。
【００１７】
　同じく図３Ａに示すように、第１のバッキング部材２１０上の第１の封止用部品２００
と第３の封止用部品２０４との間に、第１の隔離セクション２２０が延び、第２のバッキ
ング部材２１２上の第２の封止用部品２０２と第４の封止用部品２０６との間に、第２の
隔離セクション２３０が延びる。第１の隔離セクション２２０及び第２の隔離セクション
２３０は、第１のバッキング部材２１０及び第２のバッキング部材２１２の一部分をそれ
ぞれ含み、それらは、いかなるタイプの封止用部品、及び／又は相互係止要素若しくは非
相互係止要素も含まない。第１の隔離セクション２２０及び第２の隔離セクション２３０
は、ジッパー側面部材１１２、１１４よりも薄くすることができる。第１の隔離セクショ
ン２２０及び第２の隔離セクション２３０の断面をジッパー側面部材１１２、１１４の封
止用部品の断面よりも薄くすることによって、第１の隔離セクション２２０及び第２の隔
離セクション２３０は、ダブルジッパー側面部材のバックボーンに柔軟性を提供する。詳
細には、所望される場合、第１の隔離セクション２２０及び第２の隔離セクション２３０
は、これらのセクションにおける屈曲剛性は、上側ジッパー側面部材１１２と下側ジッパ
ー側面部材１１４との間の区域に咬合解除フィンガーをもつスライダを配置したときに下
側プロファイル１１４を咬合解除するには不十分であるような断面積を有することができ
る。上側ジッパー側面部材１１２の封止用部品と下側ジッパー側面部材１１４の封止用部
品との間の２００ｍｉｌの中心間間隔において、第１の隔離セクション２２０及び第２の
隔離セクション２３０の厚さが２０ミリ未満であることにより、隔離が十分になり、上側
ジッパー側面部材１１２の第１の封止用部品２００及び第２の封止用部品２０２に咬合解
除フィンガーが印加するあらゆる梃子比が、下側ジッパー側面部材１１４の第３の封止用
部品２０４及び第４の封止用部品２０６を開放するのに不十分であることが分かった。詳
細には、第１の隔離セクション２２０及び第２の隔離セクション２３０の厚さは、約１ｍ
ｉｌから１５ｍｉｌ、又はより好ましくは５ｍｉｌから１０ｍｉｌとすることができる。
さらに、第１の隔離セクション２２０は、第２の隔離セクション２３０とは異なる厚さを
有し得る。たとえば、第１の隔離セクション２２０の厚さを約１５ｍｉｌとし、第２の隔
離セクション２３０の厚さを約５ｍｉｌとすることができ、或いは逆もまた同じである。
ただし、当業者には、本発明の趣旨から逸脱することなく、第１の隔離セクション２２０
及び第２の隔離セクション２３０の固有の厚さ及び／又はトレランスを変更できることが
認識されよう。したがって、第１の隔離セクション２２０及び第２の隔離セクション２３
０は、スライダによる上側ジッパー側面部材１１２の開放が、スライダによる下側ジッパ
ー側面部材１１４の開口部に影響を与えないように提供され、又は、逆もまた同じである
。具体的には、上側ジッパー側面部材１１２にスライダにより加えられる力は、第１の隔
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離セクション２２０及び第２の隔離セクション２３０の含むことに起因して、下側ジッパ
ー側面部材１１４にスライダにより加えられる力から隔離される。したがって、スライダ
は、下側ジッパー側面部材１１４を咬合させたまま、上側ジッパー側面部材１１２を開放
又は咬合解除することができ、それにより、スライダが閉位置にあるときに、袋が完全に
封止されることになる。一方のジッパー側面部材対他方のジッパー側面部材の独立した開
放及び操作は、漏出耐性、高い外部開放力、高い内部破裂強度、及び向上したスライダ保
持力を可能にする。
【００１８】
　図３Ｂ及び図３Ｃは、図３Ａに示した上側ジッパー側面部材１１２の封止用部品の拡大
部分断面図である。詳細には、第１の封止用部品２００は、上側フック２００Ａ及び下側
フック２００Ｂを含み、第２の封止用部品２０２もまた、上側フック２０２Ａ及び下側フ
ック２０２Ｂを含む。図３Ｂ及び図３Ｃに示したように、上側フック２００Ａ、２０２Ａ
は、高い外部開放力を提供するためにアグレッシブなフッキング角度を有するように構成
される。アグレッシブなフッキング角度とは、フックが急角度で形成され、したがって、
たとえば、フックが取り付けられる封止用部品の一部分に対して、フックが鋭角を成すこ
とを意味する。詳細には、第１の封止用部品２００の上側フック２００Ａは、上側フック
２００Ａが取り付けられる第１の封止用部品２００の一部分に対して規定角度（θＡ）を
成し（たとえば、図３Ｂを参照）、第２の封止用部品２０２の上側フック２０２Ａは、上
側フック２０２Ａが取り付けられる第２の封止用部品２０２の一部分に対して規定角度（
θＢ）を成す（たとえば、図３Ｃを参照）。上側フック２００Ａは、上側フック２００Ａ
が取り付けられる封止用部品の一部分に対して、好ましくは５０度から９０度の角度、又
はより好ましくは６０度から８５度の角度、又は最も好ましくは７０度から８０度の角度
を成す。上側フック２０２Ａは、上側フック２０２Ａが取り付けられる封止用部品の一部
分に対して、好ましくは４５度から９０度の角度、又はより好ましくは５０度から８０度
の角度、又は最も好ましくは５７度から７３度の角度を成す。上側フック２００Ａ、２０
２Ａを急角度で提供することによって、第１の封止用部品２００の上側フック２００Ａは
、第２の封止用部品２０２の上側フック２０２Ａとアグレッシブに対合又は係合する。上
側フック２００Ａ、２０２Ａを互いに対してアグレッシブに対合させると、外部開放力が
上側フック２００Ａ、２０２Ａに印加されたときに、すなわち、ユーザが、頂縁部１１６
に沿って袋１００の開口部１０３を引っ張って開こうとしたときに、上側フック２００Ａ
、２０２Ａを１つに貼り付ける。しかしながら、下側フック２００Ｂ、２０２Ｂは、これ
らのフック２００Ｂ、２０２Ｂを開くためには、ジッパー側面部材間のより低い内部開放
力が必要なので、スライダによる封止用部品２００、２０２のより簡単な内部開放（たと
えば、ジッパー側面部材間の開放）を提供するために、あまりアグレッシブでない、又は
あまり急ではないフッキング角度を有するように構成される。詳細には、第１の封止用部
品２００の下側フック２００Ｂは、下側フック２００Ｂが取り付けられる第１の封止用部
品２００の一部分に対して規定角度（θＣ）を成し（たとえば、図３Ｂを参照）、第２の
封止用部品２０２の下側フック２０２Ｂは、下側フック２０２Ｂが取り付けられる第２の
封止用部品２０２の一部分に対して規定角度（θＤ）を成す（たとえば、図３Ｃを参照）
。たとえば、下側フック２００Ｂは、下側フック２００Ｂが取り付けられる封止用部品の
一部分に対して、好ましくは５０度から９０度の角度、又はより好ましくは６０度から８
５度の角度、又は最も好ましくは７０度から８０度の角度を成す。ただし、下側フック２
００Ｂは、下側フック２００Ｂが取り付けられる封止用部品の一部分に対して、好ましく
は５０度から１１０度の角度、又はより好ましくは７０度から１１０度の角度、又は最も
好ましくは８０度から９０度の角度を成す。したがって、第１の封止用部品２００の下側
フック２００Ｂは、第２の封止用部品２０２の下側フック２０２Ｂと弱く対合又は係合す
る。代替的には、所望される場合、第２の封止用部品２０２の下側フック２０２Ｂ及び／
又は第１の封止用部品２００の下側フック２００Ｂを部分的に又は完全に除去してもよい
。
【００１９】



(12) JP 6804987 B2 2020.12.23

10

20

30

40

50

　図３Ｄ及び図３Ｅは、図３Ａに示した下側ジッパー側面部材１１４の封止用部品の拡大
部分断面図である。詳細には、第３の封止用部品２０４は、上側フック２０４Ａ及び下側
フック２０４Ｂを含み、第４の封止用部品２０６もまた、上側フック２０６Ａ及び下側フ
ック２０６Ｂを含む。上側ジッパー側面部材１１２の封止用部品とは対照的に、図３Ｄ及
び図３Ｅに示した上側フック２０４Ａ、２０６Ａは、スライダによるより簡単な開放を提
供するために、あまりアグレッシブでない、又はあまり急でないフッキング角度を有する
ように構成される。詳細には、第３の封止用部品２０４の上側フック２０４Ａは、上側フ
ック２０４Ａが取り付けられる第３の封止用部品２０４の一部分に対して規定角度（θＥ

）を成し（たとえば、図３Ｄを参照）、第４の封止用部品２０６の上側フック２０６Ａは
、上側フック２０６Ａが取り付けられる第４の封止用部品２０６の一部分に対して規定角
度（θＦ）を成す（たとえば、図３Ｅを参照）。たとえば、上側フック２０４Ａは、上側
フック２０４Ａが取り付けられる封止用部品の一部分に対して、好ましくは９０度から１
８０度の角度、又はより好ましくは１３５度から１８０度の角度、又は最も好ましくは１
６０度から１８０度の角度を成す。上側フック２０６Ａは、上側フック２０６Ａが取り付
けられる封止用部品の一部分に対して、好ましくは５０度から９０度の角度、又はより好
ましくは６０度から８５度の角度、又は最も好ましくは７０度から８０度の角度を成す。
したがって、第３の封止用部品２０４の上側フック２０４Ａは、第４の封止用部品２０６
の上側フック２０６Ａと弱く対合又は係合する。代替的には、所望される場合、第３の封
止用部品２０４の上側フック２０４Ａ及び／又は第４の封止用部品２０６の上側フック２
０６Ａを部分的に又は完全に除去してもよい。ただし、下側フック２０４Ｂ、２０６Ｂは
、高い内部破裂強度を提供するために、アグレッシブなフッキング角度を有するように構
成される。上記で論じたように、アグレッシブなフッキング角度とは、フックが急角度で
形成され、したがって、たとえば、フックが取り付けられる封止用部品の一部分に対して
、フックが鋭角を成すことを意味する。詳細には、第３の封止用部品２０４の下側フック
２０４Ｂは、下側フック２０４Ｂが取り付けられる第３の封止用部品２０４の一部分に対
して規定角度（θＧ）を成し（たとえば、図３Ｄを参照）、第４の封止用部品２０６の下
側フック２０６Ｂは、下側フック２０６Ｂが取り付けられる第４の封止用部品２０６の一
部分に対して規定角度（θＨ）を成す（たとえば、図３Ｅを参照）。下側フック２０４Ｂ
は、下側フック２０４Ｂが取り付けられる封止用部品の一部分に対して、好ましくは３７
度から８７度の角度、又はより好ましくは５０度から８０度の角度、又は最も好ましくは
５７度から７３度の角度を成す。下側フック２０６Ｂは、下側フック２０６Ｂが取り付け
られる封止用部品の一部分に対して、好ましくは５０度から９０度の角度、又はより好ま
しくは６０度から８５度の角度、又は最も好ましくは７０度から８０度の角度を成す。下
側フック２０４Ｂ、２０６Ｂを急角度で提供することによって、第３の封止用部品２０４
の下側フック２０６Ｂは、第４の封止用部品２０６の下側フック２０６Ｂとアグレッシブ
に対合又は係合する。下側フック２０４Ｂ、２０６Ｂを互いに対してアグレッシブに対合
させると、開放力が下側フック２０４Ｂ、２０６Ｂに印加されたときに、すなわち、袋１
００中の内容物を袋１００の側壁１０２、１０４へと引き下げた、又はそこから押し出し
たときに、下側フック２０４Ｂ、２０６Ｂを１つに貼り付け、したがって、下側フック２
０４Ｂ、２０６Ｂに開放力を印加する。
【００２０】
　上側ジッパー側面部材１１２の上側フック２００Ａと２０２Ａとを、及び下側ジッパー
側面部材１１４の下側フック２０４Ｂと２０６Ｂとをアグレッシブに対合するように構成
することによって、袋１００の開口部１０３に沿ったフック、すなわち、２００Ａ及び２
０２Ａを引っ張って開くために、又は、袋１００の内部に沿ったフック、すなわち、２０
４Ｂ、２０６Ｂを引っ張って開くために必要な外部開放力は、より高くなる。ただし、上
側ジッパー側面部材１１２及び下側ジッパー側面部材１１４の間のフック、すなわち、２
００Ｂ、２０２Ｂ、２０４Ａ及び２０６Ａを開放するために必要な内部開放力は、これら
のフックが弱く対合するように構成されるので、より低くなる。したがって、図３Ａ～図
３Ｅに示した上側ジッパー側面部材１１２及び下側ジッパー側面部材１１４は、内側から
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外へと開放し、つまり、ジッパー側面部材の外部フック２００Ａ、２０２Ａ、２０４Ｂ及
び２０６Ｂが咬合解除する前に、ジッパー側面部材の内部フック２００Ｂ、２０２Ｂ、２
０４Ａ及び２０６Ａが咬合解除する。
【００２１】
　上記の構成に鑑みると、上側ジッパー側面部材１１２の上側フック２００Ａと２０２Ａ
とを、及び下側ジッパー側面部材１１４の下側フック２０４Ｂと２０６Ｂとは、アグレッ
シブに対合する。これは、次いで、これらのフックを開くためにより高い外部開放力又は
破裂強度を必要とし、それにより、袋の開口部に沿って、並びに袋の内部に沿って、より
強く、より耐漏出の封止が提供される。したがって、ユーザは、顕著な力なしには、袋１
００の開口部１０３を引き離すことができず、袋の内容物は、高い破裂強度なしには、袋
の内部に沿って下側フック２０４Ｂ、２０６Ｂを引き離すことができない。対照的に、上
側ジッパー側面部材１１２及び下側ジッパー側面部材１１４の間のフック、すなわち、２
００Ｂ、２０２Ｂ、２０４Ａ及び２０６Ａを開放するために必要な内部開放力は、弱く対
合するように構成される。したがって、これらのフックを開くために必要な内部開放力又
は破裂強度は、より低くなり、それにより、以下でより詳細に論じるように、咬合解除フ
ィンガーをもつスライダが、ユーザがスライダを開放方向にスライドしたときに咬合解除
フィンガーにより内部フックを簡単に咬合解除する、並びに、ユーザが閉鎖方向にスライ
ダをスライドしたときに内部フックを咬合させることが可能になる。
【００２２】
　図３Ｆは、図３Ａに示したダブルジッパー側面部材の代替実施形態を示す。詳細には、
図３Ｆに示したダブルジッパー側面部材は、図３Ａに示した上側ジッパー側面部材１１２
の第１の封止用部品２００及び第２の封止用部品２０２、並びに、図３Ａに示した下側ジ
ッパー側面部材１１４の第３の封止用部品２０４及び第４の封止用部品２０６を含む。図
３Ｆに示したダブルジッパー側面部材はまた、図３Ａに示した第１の隔離セクション２２
０及び第２の隔離セクション２３０を含む。ただし、図３Ｆに表示したダブルジッパー側
面部材は、下側ジッパー側面部材１１４の下方の第１のバッキング部材２１０及び第２の
バッキング部材２１２を除去している。したがって、図３Ｆに表示したダブルジッパー側
面部材は、袋１００の側壁１０２、１０４の延長部分又は一部であるか、或いは、側壁１
０２、１０４の頂縁部にそれぞれ接続され得る。この点について、図３Ｇは、図３Ｆに示
したダブルジッパー側面部材を、袋１００の側壁１０２、１０４に接続するための一実施
形態を示す。具体的には、袋１００の側壁１０４は、側壁１０４と下側ジッパー側面部材
１１４の少なくとも一部分との上に重なる第１の接続機構２８０（たとえば、ホットメル
トグルーストリップ、コンタクト接着剤又は熱溶接）を介して、下側ジッパー側面部材１
１４の少なくとも一部分に接続される。袋１００の側壁１０２は、側壁１０２と上側ジッ
パー側面部材１１２の少なくとも一部分と下側ジッパー側面部材１１４の少なくとも一部
分との上に重なる第２の接続機構２９０（たとえば、ホットメルトグルーストリップ、コ
ンタクト接着剤又は熱溶接）を介して、下側ジッパー側面部材１１４及び上側ジッパー側
面部材１１２の少なくとも一部分に接続される。ただし、第１の接続機構２８０及び第２
の接続機構２９０の固有の形状及び構成は、本発明の趣旨から逸脱することなく変更する
ことができ、たとえば、ホットメルトグルーストリップ、コンタクト接着剤、熱溶接など
を含む、ジッパー側面部材（単数又は複数）を側壁に接続するために実現可能な他のタイ
プの接続機構を含むことができる。別の実施形態では、たとえば、第１の接続機構２８０
及び第２の接続機構２９０は、図３Ｆに示したダブルジッパー側面部材と側壁１０２、１
０４との間にそれぞれ配置することができる。
【００２３】
　図４Ａ～図６Ｃに示したスライダ１２０の１つの実施形態は、頂部壁１３０から延びた
対向する第１の側壁１２２及び第２の側壁１２４を含み、それらの間に、図３Ａのジッパ
ー側面部材１１２、１１４の封止用部品２００～２０６のようなダブルジッパーを動作可
能に受け入れることができるチャネルが規定される。図４Ａ～図６Ｃに示すスライダ１２
０は、それぞれの側壁１２２、１２４の端部にショルダー部１４０、１４２をさらに含み
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、それらは、それぞれ、下側ジッパー側面部材１１４の第３の封止用部品２０４及び第４
の封止用部品２０６の下にある。スライダ１２０はまた、スライダ１２０の頂部壁１３０
から凸部１３４まで延びる咬合解除フィンガー１３２を含む。咬合解除フィンガー１３２
の凸部１３４は、ジッパー側面部材１１２、１１４の封止用部品を咬合解除するために、
隔離セクション２２０、２３０と係合する。
【００２４】
　図４Ａ及び図４Ｂに示したように、スライ閉鎖端部から開放端部まで（たとえば、図１
では、左から右に）移動するにつれて、凸部は、ジッパー側面部材１１２、１１４の封止
用部品２００～２０６と係合する。図４Ａに示すように、上記で論じたような上側ジッパ
ー側面部材１１２及び下側ジッパー側面部材１１４の封止用部品２００～２０６のアグレ
ッシブなフッキング角度は、初め、咬合解除フィンガー１３２の凸部１３４の内部楔合ア
クションにもかかわらず、封止用部品２００～２０６を１つに保つ。しかしながら、図４
Ｂに示すように、凸部１３４が第１の隔離セクション２２０及び第２の隔離セクション２
３０の区域へと移動すると、それにより、凸部１３４のピーク幅は、第１の封止用部品２
００と第２の封止用部品２０２との、及び第３の封止用部品２０４と第４の封止用部品２
０６との間となり、凸部の楔合アクションは、封止用部品のあまりアグレッシブでないフ
ックが機能せず、ジッパー側面部材１１２、１１４を離すことができるようになる点まで
増大する。このようにすると、咬合解除フィンガー１３２の凸部１３４は、そのピーク幅
において、ジッパー側面部材１１２、１１４を離し、ジッパー側面部材１１２、１１４の
両方を完全に開いて離す。
【００２５】
　図４Ａ及び図４Ｂに示した実施形態は、咬合解除フィンガー１３２の凸部１３４による
、ほぼ同時の封止用部品２００～２０６の開放を対象とする。この点について、図４Ａ及
び図４Ｂに示した咬合解除フィンガー１３２の凸部１３４は、第１の封止用部品２００と
、２の封止用部品２０２との、及び第３の封止用部品２０４と第４の封止用部品２０６と
の間の（たとえば、第１の隔離セクション２２０と第２の隔離セクション２３０との間の
）区域に配置され、それにより、凸部１３４は、第１のクロージャ２００要素及び第２の
封止用部品２０２、並びに第３の封止用部品２０４及び第４の封止用部品２０６に対して
実質的に平行となる。しかしながら、図５Ａ～図５Ｃは、第１の封止用部品２００及び第
２の封止用部品２０２を開放するよりも前に、第３の封止用部品２０４及び第４の封止用
部品２０６を開放するための一実施形態を示し、図６Ａ～図６Ｃは、第３の封止用部品２
０４及び第４の封止用部品２０６を開放するよりも前に、第１の封止用部品２００及び第
２の封止用部品２０２を開放するための一実施形態を示す。詳細には、咬合解除フィンガ
ー１３２の端部の凸部１３４は、図５Ａ～図５Ｃでは、第３の封止用部品２０４及び第４
の封止用部品２０６に向かってわずかに下向きに付勢されており、それにより、咬合解除
フィンガー１３２が、ジッパー側面部材１１２、１１４の閉鎖端部から開放端部まで移動
するにつれて、第１の封止用部品２００と第２の封止用部品２０２との咬合解除よりも前
に、第３の封止用部品２０４と第４の封止用部品２０６とが、凸部１３４を介して咬合解
除される。図５Ａは、封止用部品１００～１０６の任意の咬合解除よりも前の、この実施
形態の咬合解除フィンガー１３２の下向きに付勢された凸部１３４を示す。図５Ｂは、下
側ジッパー側面部材１１４の第３の封止用部品２０４及び第４の封止用部品２０６を最初
に開放する、咬合解除フィンガー１３２の下向きに付勢された凸部１３４を示し、上側ジ
ッパー側面部材１１２の第１の封止用部品２００と第２の封止用部品２０２とは咬合した
ままである。しかしながら、たとえば、凸部１３４のピーク幅がジッパー側面部材１１２
と１１４との間の区域となるようなある時点では、図５Ｃに示すように、第１の封止用部
品２００及び第２の封止用部品２０２のあまりアグレッシブでないフックが機能しなくな
り、第１の封止用部品２００及び第２の封止用部品２０２を離すことができるようになる
。
【００２６】
　咬合解除フィンガー１３２の端部の凸部１３４は、図６Ａ～図６Ｃでは、わずかに上向
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きに付勢されており、それにより、咬合解除フィンガー１３２が、ジッパー側面部材１１
２、１１４の閉鎖端部から閉鎖端部まで移動するにつれて、第３の封止用部品２０４と第
４の封止用部品２０６との咬合解除よりも前に、第１の封止用部品２００と第２の封止用
部品２０２とが、凸部１３４を介して咬合解除される。図６Ａは、封止用部品１００～１
０６の任意の咬合解除よりも前の、この実施形態の咬合解除フィンガー１３２の上向きに
付勢された凸部１３４を示す。図６Ｂは、上側ジッパー側面部材１１２の第１の封止用部
品２００及び第２の封止用部品２０２を最初に開放する、咬合解除フィンガー１３２の上
向きに付勢された凸部１３４を示し、下側ジッパー側面部材１１４の第３の封止用部品２
０４と第４の封止用部品２０６とは咬合したままである。しかしながら、たとえば、凸部
１３４のピーク幅がジッパー側面部材１１２と１１４との間の区域となるようなある時点
では、図６Ｃに示すように、第３の封止用部品２０４及び第４の封止用部品２０６のあま
りアグレッシブでないフックが機能しなくなり、第３の封止用部品２０４及び第４の封止
用部品２０６を離すことができるようになる。したがって、咬合解除フィンガー１３２の
凸部１３４の方向若しくはバイアス及び／又は幅を変動させることは、ジッパー側面部材
がいつ開放されるか、並びにジッパー側面部材をどのように開放するかに影響を与えるこ
とができる。
【００２７】
　図７Ａは、ダブルジッパー側面部材の別の実施形態を示す。この実施形態では、上側ジ
ッパー側面部材は、第１の封止用部品３００及び第２の封止用部品３０２を含み、下側ジ
ッパー側面部材は、第３の封止用部品３０４及び第４の封止用部品３０６を含む。第１の
封止用部品３００及び第３の封止用部品３０４は、第１のバッキング部材３０３上に提供
され、第２の封止用部品３０２及び第４の封止用部品３０６は、対向する第２のバッキン
グ部材３０５上に提供される。１つの実施形態では、バッキング部材３０３、３０５は、
側壁１０２、１０４の頂縁部にそれぞれ接続され、別の実施形態では、バッキング部材３
０３、３０５は単に、側壁１０２、１０４の延長部分又は一部である。図７Ａに示した実
施形態では、第１の封止用部品３００及び第４の封止用部品３０６は、凹型のＣ字型相互
係止用側面部材を有し、第２の封止用部品３０２及び第３の封止用部品３０４は、凸型の
ダブルフック矢型相互係止用側面部材を有する。ただし、本発明の趣旨から逸脱すること
なく、個々の封止用部品３００、３０２、３０４及び３０６の固有の形状及び構造を変更
することができる。
【００２８】
　図７Ａに示した実施形態では、ジッパー側面部材は、第１のリブ部材３１０及び第２の
リブ部材３１２をさらに含む。第１のリブ部材３１０は、たとえば、第２のリブ部材３１
２又は相補的な相互係止部材と相互係止しない非相互係止リブ又はリッジである。第１の
リブ部材３１０は、第１のバッキング部材３０３の内部表面上に、かつ、第１の封止用部
品３００と第３の封止用部品３０４との間に配設され、第２のリブ部材３１２は、第２の
バッキング部材３０５の内部表面上に、かつ、第２の封止用部品３０２と第４の封止用部
品３０６との間に配設される。同じく図７Ａに示すように、第１のバッキング部材３０３
上の第１の封止用部品３００と第１のリブ部材３１０との間に、第１の隔離セクション３
２０が延び、第２のバッキング部材３０５上の第２の封止用部品３０２と第４のリブ部材
３１２との間に、第２の隔離セクション３３０が延びる。
【００２９】
　図７Ｂは、図７Ａの下側ジッパー側面部材の封止用部品の拡大部分断面図である。詳細
には、第３の封止用部品３０４は、上側部分３０４Ａを含み、第４の封止用部品３０６も
また、上側部分３０６Ａを含む。図３Ａに示した下側ジッパー側面部材１１４の封止用部
品とは対照的に、上側部分３０４Ａ及び３０６Ａは、フックを備えていない。具体的には
、上側部分３０４Ａ及び３０６Ａには、図３Ａ、３Ｄ及び図３Ｅに示した下側ジッパー側
面部材１１４の封止用部品の上側フック２０４Ａ及び２０６Ａがない。上側部分３０４Ａ
及び３０６Ａからフックを除去することによって、上側部分３０４Ａと３０６Ａとは弱く
対合し、したがって、上記で論じたように、第３の封止用部品３０４及び第４の封止用部
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品３０６の上側部分３０４Ａと３０６Ａとを開放するために必要な内部開放力はより低く
なる。
【００３０】
　ジッパー側面部材は、ジッパー側面部材と跨状の関係でスライダを維持するための手段
をさらに含むことができる。図７Ａに示した実施形態では、当該手段は、第１のバッキン
グ部材３０３及び第２のバッキング部材３０５の外側表面上にそれぞれ提供されるリッジ
３４０、３５０を含む。リッジ３４０、３５０は、スライダ上に提供されたショルダー部
と係合することができ、それにより、スライダのショルダー部が、リッジ３４０、３５０
の下側表面を把持する。リッジ３４０、３５０は、第１のリブ部材３１０及び第２のリブ
部材３１２の下方の点において、第１のバッキング部材３０３及び第２のバッキング部材
３０５の外側表面の長さに沿って延びることができる。さらに、任意の所望の手段によっ
て、たとえば、ジッパー側面部材とともに押出加工すること、加熱すること、接着するこ
と、又は、所定の位置にスナップ嵌合することなどによって、リッジ３４０、３５０をジ
ッパー側面部材に取り付けることができる。また、袋上のジッパー側面部材間の厚さが異
なる結果としてリッジ３４０、３５０を生成することができる。
【００３１】
　図８Ａは、本発明によるダブルジッパー側面部材の別の実施形態を示し、同様の構造は
、同様の参照番号で示される。図８Ａに示したダブルジッパー側面部材は、第１のバッキ
ング部材の内部表面上に配設された第１のリブ部材３１４、及び第２のバッキング部材の
内部表面上に配設された第２のリブ部材３１５を含む。当該ジッパー側面部材はまた、第
１の封止用部品３００'、第２の封止用部品３０２'、第３の封止用部品３０４'、及び第
４の封止用部品３０６'を含み、第１の封止用部品３００'及び第４の封止用部品３０６'
は、凹型のＣ字型相止プロファイルを有し、第２の封止用部品３０２'及び第３の封止用
部品３０４'は、凸型のダブルフック矢型相互係止用側面部材を有する。ただし、本発明
の趣旨から逸脱することなく、個々の封止用部品３００'、３０２'、３０４'及び３０６'
の固有の形状及び構造を変更することができる。第１のリブ部材３１４は、たとえば、第
２のリブ部材３１５又は相補的な相互係止部材と相互係止しない非相互係止リブ又はリッ
ジである。第１のリブ部材３１４は、第１の封止用部品３００'と第３の封止用部品３０
４'との間に配設され、第２のリブ部材３１５は、第２の封止用部品３０２'と第４の封止
用部品３０６'との間に配設される。
【００３２】
　図８Ｂは、図８Ａに示したダブルジッパー側面部材の閉鎖端部の拡大部分断面図である
。詳細には、図８Ａに示した第１のリブ部材３１４及び第２のリブ部材３１５は、ジッパ
ー側面部材の閉鎖端部において変形しており、第１の変形リブ部材３１６は、第１のバッ
キング部材の内部表面上に、かつ、第１の封止用部品３００'と第３の封止用部品３０４'
との間に配設され、第２の変形リブ部材３１８は、第２のバッキング部材の内部表面上に
、かつ、第２の封止用部品３０２'と第４の封止用部品３０６'との間に配設される。第１
の変形リブ部材３１６は、たとえば、第２の変形リブ部材３１８又は相補的な相互係止部
材と相互係止しない非相互係止リブ又はリッジである。第１の変形リブ部材３１６及び第
２の変形リブ部材３１８により、以下でより詳細に説明するように、下側ジッパー側面部
材を咬合解除することなく、スライダをジッパー側面部材の閉鎖端部に載置することが可
能になる。
【００３３】
　それぞれのバッキング部材上に所望の形状のプロファイルを押出成形することによって
、様々なリブ部材を形成することができる。他の実施形態におけるリブ部材の形状は、丸
形、卵形、正方形又は非幾何学的形状のような様々な形状とすることができ、さらに他の
実施形態では、リブ部材は、対向関係ではなく、オフセットしていてもよい。
【００３４】
　図９Ａは、頂部壁１３０から延びた対向する第１の側壁１２２及び第２の側壁１２４を
含み、それらの間に、図７Ａに示したダブルジッパー側面部材を動作可能に受け入れるこ
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とができるチャネルが規定される、図４Ａ～図６Ｃに示したスライダ１２０の一実施形態
を示す。スライダ１２０は、それぞれの側壁１２２、１２４の端部にショルダー部１４０
、１４２をさらに含み、それらは、それぞれのバッキング部材のリッジ３４０及び３５０
の下にある。スライダ１２０はまた、スライダ１２０の頂部壁１３０から延びる咬合解除
フィンガー１３２を含む。咬合解除フィンガー１３２は、ジッパー側面部材を咬合解除す
るために、ジッパー側面部材の第１のリブ部材３１０と係合する。具体的には、第１のリ
ブ部材３１０は、バッキング部材の内部表面から、第１のリブ部材３１０が咬合解除フィ
ンガー１３２の対向する側部と交差する点まで延びる。第１のリブ部材３１０の高さは、
ジッパー側面部材の動作範囲を超える必要があり、したがって、第１のリブ部材３１０は
、咬合解除フィンガー１３２によるジッパー側面部材の咬合解除を可能する咬合解除フィ
ンガー１３２の有効幅だけ延びる。この実施形態では、咬合解除フィンガー１３２は、狭
い幅で構成することができ、それにより、咬合解除フィンガー１３２は、封止用部品に対
して外向きに押す力を有さない。したがって、咬合解除フィンガー１３２との第１のリブ
部材３１０の相互作用により、咬合解除フィンガー１３２は、楔合アクションによりジッ
パー側面部材の封止用部品を咬合解除するのに必要な幅に達することが可能になる。
【００３５】
　図９Ｂは、頂部壁１３０から延びた対向する第１の側壁１２２及び第２の側壁１２４を
含み、それらの間に、図８Ａに示したダブルジッパー側面部材を動作可能に受け入れるこ
とができるチャネルが規定される、図４Ａ～図６Ｃに示したスライダ１２０の一実施形態
を示す。スライダ１２０はまた、ジッパー側面部材を咬合解除するために、ジッパー側面
部材の第１のリブ部材３１４及び第２のリブ部材３１５と係合する咬合解除フィンガー１
３２を含む。具体的には、第１のリブ部材３１４及び第２のリブ部材３１５は、それぞれ
のバッキング部材の内部表面から、第１のリブ部材３１４及び第２のリブ部材３１５が咬
合解除フィンガー１３２の対向する側部と交差する点まで延びる。第１のリブ部材３１４
及び第２のリブ部材３１５の高さは、ジッパー側面部材の動作範囲を超える必要があり、
したがって、第１のリブ部材３１４及び第２のリブ部材３１５は、咬合解除フィンガー１
３２によるジッパー側面部材の咬合解除を可能する咬合解除フィンガー１３２の有効幅だ
け延びる。この実施形態では、咬合解除フィンガー１３２はやはり、狭い幅で構成するこ
とができ、それにより、咬合解除フィンガー１３２は、封止用部品に対して外向きに押す
力を有さない。したがって、咬合解除フィンガー１３２との第１のリブ部材３１４及び第
２のリブ部材３１５の相互作用により、咬合解除フィンガー１３２は、楔合アクションに
よりジッパー側面部材の封止用部品を咬合解除するのに必要な幅に達することが可能にな
る。
【００３６】
　図９Ｃは、図８Ａ及び図８Ｂに示したダブルジッパー側面部材の閉鎖端部を示す。詳細
には、図９Ｃは、スライダ１２０の咬合解除フィンガー１３２との第１の変形リブ部材３
１６及び第２の変形リブ部材３１８の相互作用を示す。図９Ｃに示すように、ジッパー側
面部材の閉鎖端部において、第１の変形リブ部材３１６及び変形リブ部材３１８は、それ
ぞれのバッキング部材の内部表面から、第１の変形リブ部材３１６及び第２の変形リブ部
材３１８が咬合解除フィンガー１３２の対向する側部と交差する点まで延びる。ただし、
第１の変形リブ部材３１６及び変形リブ部材３１８の高さは、ジッパー側面部材の動作範
囲を超えない。したがって、第１の変形リブ部材３１６及び変形リブ部材３１８は、咬合
解除フィンガー１３２による下側ジッパー側面部材の咬合解除を可能する咬合解除フィン
ガー１３２の有効幅は延びない。咬合解除フィンガー１３２は、第１の変形リブ部材３１
６及び変形リブ部材３１８との相互作用では下側ジッパー側面部材を咬合解除することが
できないので、下側ジッパー側面部材は、図９Ｃに示すように、ジッパー側面部材の閉鎖
端部において咬合したままである。袋の閉鎖端部において咬合解除フィンガー１３２によ
る楔合アクションを無効化にすると、ジッパー側面部材の閉鎖端部において咬合した下側
ジッパー側面部材を保つことによって、漏出が低減される。
【００３７】
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　図１０Ａ～図１２は、頂部壁４０１から延びた対向する第１の側壁４０２及び第２の側
壁４０４を含み、それらの間に、図７Ａのジッパー側面部材のようなダブルジッパー側面
部材を動作可能に受け入れることができるチャネルが規定される、スライダ４００の一実
施形態を示す。第１の対向面４０２は、スライダを形成する材料が充填された弧状部分４
０３を含む。また、第２の対向面４０４は、図１０Ａには示されていない同様の弧状部分
を含む。図１０Ａに示した実施形態では、弧状部分４０３は、充填されているが、代替的
には、弧状部分４０３は中空であっても、又は部分的に充填されていてもよい。さらに、
弧状部分４０３は、たとえば図１０Ａに示すように、楕円であっても、又は卵形状であっ
てもよい。ただし、本発明の趣旨から逸脱することなく、対向面及び／又は弧状部分固有
の形状及び構成を変更することができるので、弧状部分４０３は、たとえば、円形、矩形
、正方形、又は任意の他の多角形形状のような、異なる形状のものでもよい。
【００３８】
　図１０Ａ及び図１０Ｂに示すように、スライダ４００は、頂部壁４０１から、第１の対
向面４０２と第２の対向面４０４との間で離間するチャネルへと延びる、咬合解除フィン
ガー４１０のような中央突起を含む。咬合解除フィンガー４１０は、第１の端部４２０及
び第２の端部４１５、並びに咬合解除フィンガー４１０の第２の端部４１５の近くのＣ字
型の凹部４１２を含む。Ｃ字型の凹部４１２は、結果として、Ｃ字型の凹部４１２に対向
する咬合解除フィンガー４１０の側部に凸部４１４を生じる。同じく第２の端部４１５の
近くにある凸部４１４は、ダブルジッパー側面部材の封止用部品を穏やかに分離する。詳
細には、好ましい実施形態では、凸部４１４は、ダブルジッパー側面部材の下側ジッパー
側面部材の封止用部品を静かに分離する。
【００３９】
　図１０Ｃ～図１０Ｅは、スライダ４００の咬合解除フィンガー４１０についての変形実
施形態を示す。詳細には、図１０Ｃは、２つのＣ字型の凹部を備える咬合解除フィンガー
４１０を示す。図１０Ｃに示すように、咬合解除フィンガー４１０は、第２の端部４１５
の近くに対向する凸部４１６をもつ第２のＣ字型の凹部４１８とともに、図１０Ｂに示し
たＣ字型の凹部４１２及び対向する凸部４１４を含む。図１０Ｄは、ダブルジッパー側面
部材の封止用部品を分離するための、咬合解除フィンガー４１０から延びた第１の部分４
２２及び第２の部分４２４をもつＹ字型の突起を備える咬合解除フィンガー４１０を示す
。図１０Ｅは、咬合解除フィンガー４１０の追加の実施形態を示す。図１０Ｅに示すよう
に、咬合解除フィンガー４１０は、ダブルジッパー側面部材の封止用部品を分離すること
が可能なフック形状に類似した湾曲突起４２５を含む。図１０Ａ～図１０Ｅに示した実施
形態に加えて、本発明の趣旨から逸脱することなく、咬合解除フィンガー４１０の固有の
形状及び構成を変更することができるので、咬合解除フィンガー４１０は異なる形状のも
のもよい。
【００４０】
　図１１は、図７Ａに示したダブルジッパー側面部材上に動作可能に係合される、図１０
Ａ及び図１０Ｂに示したスライダ４００の一実施形態を示す。図１１に示すように、上側
ジッパー側面部材の第１の封止用部品３００及び第２の封止用部品３０２は、スライダ４
００の頂部壁４０１の下に配設される。咬合解除フィンガー４１０は、上側ジッパー側面
部材の第１の封止用部品３００と第２の封止用部品３０２との間の、かつ、下側ジッパー
側面部材の第３の封止用部品３０４及び第４の封止用部品３０６との間の区域に配設され
る。詳細には、咬合解除フィンガー４１０の第２の端部４１５は、第１のリブ部材３１０
及び第２のリブ部材３１２に隣接して配設され、したがって、咬合解除フィンガー４１０
のＣ字型の凹部４１２及び／又は凸部４１４は、第１のリブ部材３１０及び第２のリブ部
材３１２と相互作用する。しかしながら、咬合解除フィンガー４１０は、下側ジッパー側
面部材の第３の封止用部品３０４と第４の封止用部品３０６との間に又はそれらの下方の
点まで延びていない。スライダ４００は、ジッパー側面部材と跨状の関係でスライダ４０
０を維持するために、下側ジッパー側面部材のリッジ３４０、３５０の下にそれぞれ延び
るＬ字型のショルダー部４５０、４６０をさらに含むことができる。スライダ４００の第
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１の対向面４０２は、頂部壁４０１から第１の底部分４３０まで延び、スライダ４００の
第２の対向面４０４は、頂部壁４０１から第２の底部分４４０まで延びる。それぞれ、Ｌ
字型のショルダー部４５０、４６０は、第１の底部分４３０及び第２の底部分４４０に取
り付けられる。
【００４１】
　図１１を参照すると、ユーザによるスライドなどによって、スライダ４００が、ジッパ
ー側面部材に沿って咬合方向に、すなわち、閉鎖端部に向かって動作可能に移動すると、
第１のクロージャバー４７０及び第２のクロージャバー４８０が、第１の封止用部品３０
０と第２の封止用部品３０２とをそれぞれ咬合させる。Ｌ字型のショルダー部４５０、４
６０は、第３の封止用部品３０４と第４の封止用部品３０６とを咬合させる際に補助する
。スライダ４００が、咬合解除方向に、すなわち、開放端部に向かって動作可能に移動す
ると、咬合解除フィンガー４１０の第１の端部４２０は、第１の封止用部品３００と第２
の封止用部品３０２との間に延びることによってそれらを咬合解除し、第２の端部４１５
は、第１のリブ部材３１０に対して外向きに押圧することによって、第３の封止用部品３
０４と第４の封止用部品３０６とを離す。上記で論じたように、咬合解除フィンガー４１
０との第１のリブ部材３１０の相互作用により、咬合解除フィンガー４１０は、楔合アク
ションによりジッパー側面部材の第３の封止用部品３０４と第４の封止用部品３０６とを
咬合解除するのに必要な幅に達することが可能になる。
【００４２】
　図１２は、図１に示した袋上に動作可能に係合される、図１０Ａ及び図１０Ｂに示した
スライダ４００の一実施形態を示す。図１２に示すように、スライダ４００は、上側ジッ
パー側面部材１１２及び下側ジッパー側面部材１１４との跨状の関係を維持し、したがっ
て、咬合解除フィンガー４１０及び咬合解除フィンガー４１０のＣ字型の凹部４１２は、
上側ジッパー側面部材１１２と下側ジッパー側面部材１１４との間に区域（たとえば、隔
離セクション）に配設される。図１２に示した実施形態では、袋の一端の、上側ジッパー
側面部材１１２と下側ジッパー側面部材１１４との間の隔離セクション３２０（たとえば
、図１３を参照）にデテント５００が含まれる。デテント５００は、咬合解除フィンガー
４１０のＣ字型の凹部４１２と係合することが可能な凹部を備える。デテント５００との
咬合解除フィンガー４１０のＣ字型の凹部４１２の係合により、咬合解除フィンガー４１
０が、袋１００の端部で下側ジッパー側面部材１１４を咬合解除するように、咬合解除フ
ィンガー４１０のＣ字型の凹部４１２が、上側ジッパー側面部材１１２と下側ジッパー側
面部材１１４との間の隔離セクションには配置されないことが保証される。このようにす
ると、デテント５００との咬合解除フィンガー４１０のＣ字型の凹部４１２の係合は、少
なくとも下側ジッパー側面部材が袋の長さに沿って完全に咬合していることを保証するこ
とによって、漏出を防止する端部封止を提供することができる。したがって、咬合解除フ
ィンガー４１０のＣ字型の凹部４１２との正確な係合を保証するために、少なくとも下側
ジッパー側面部材１１４から所定の距離にデテント５００を配置しなければならない。１
つの実施形態では、デテント５００は、下側ジッパー側面部材１１４から少なくとも約６
０ｍｉｌから約１８７．５ｍｉｌの位置に配設される。さらに、別の実施形態では、デテ
ント５００は、袋１００の端部における少なくとも下側ジッパー側面部材１１４の適切な
咬合を保証するために、袋１００の縁部（たとえば、１０６）の４００ｍｉｌ以内でなけ
ればならない。デテント５００との咬合解除フィンガー４１０のＣ字形の凹部４１２の係
合は、さらに、ユーザへの触感覚及び／又はクリック音を提供することができ、したがっ
て、袋が封止閉鎖されていることをユーザに確信させる。Ｃ字型の凹部４１２が、凹部の
底部の近くでより細く、凹部の頂部でより厚くなるように、Ｃ字型の凹部４１２の構造を
さらにテーパー状にすることによって、デテント５００とのＣ字型の凹部４１２の係合に
より、最大の聴覚／触覚エクスペリエンスをユーザに提供しながら、咬合解除フィンガー
４１０の構造的一体性が維持される。この実施形態は、袋の一端にのみデテント５００を
有するが、本発明はまた、袋の一端又は両端のいずれかにデテントを包含する。
【００４３】
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　図１３は、図１２に示した袋上に含まれるデテント５００の拡大部分断面図である。図
１３に示すように、デテント５００は、上側ジッパー側面部材の第１の封止用部品３００
と下側ジッパー側面部材の第３の封止用部品３０４との間の第１の隔離セクション３２０
上に配設され、したがって、デテント５００は、図７Ａに示したダブルジッパー側面部材
の第１のリブ部材３１０を部分的に変形する。例として、デテント５００は、穿孔機及び
ダイアセンブリを使用して、ダブルジッパー側面部材の第１の隔離セクション３２０中に
成形することができる。代替的には、デテント５００は、切削、冷間ストンピング、超音
波ストンピング、モールディング、又は熱可塑性プラスチック材料を変形するため任意の
他の方法で形成することができる。
【００４４】
　図１４は、図１に示した袋１００上に動作可能に係合される、図１０Ａ及び図１０Ｂに
示したスライダ４００の別の実施形態を示す。図１４に示すように、袋１００の両端の上
側ジッパー側面部材１１２と下側ジッパー側面部材１１４との間の区域（たとえば、隔離
セクション）に複数のデテント５０１、５０２が含まれる。デテント５０１、５０２は、
咬合解除フィンガー４１０のＣ字型の凹部４１２と係合することが可能な凹部を備える。
さらに、デテント５０１、５０２は、ユーザが袋１００のジッパー側面部材上でいずれか
の方向にスライダ４００をスライドさせているときに、ユーザに保持スポットを提供する
ことができる。詳細には、デテント５０１、５０２は、様々な凸面を備えることができ、
それにより、複数のデテント５０１中のデテントのうちの１つは、咬合解除フィンガー４
１０のＣ字型の凹部４１２と係合する凸面のものとすることができる。しかしながら、複
数のデテント５０１、５０２の他のデテントは、対向する凸面のものとすることができ、
したがって、これらのデテントは、咬合解除フィンガー４１０のＣ字型の凹部４１２と係
合しないが、袋１００上でスライダ４００をスライドさせるときにユーザに保持スポット
を提供する。上記で論じたように、複数のデテント５０１中のデテントのうちの１つとの
咬合解除フィンガー４１０のＣ字形の凹部４１２の係合は、有効な端部封止、並びにユー
ザへの触感覚及び／又はクリック音を提供することができ、したがって、袋が封止閉鎖さ
れていることをユーザに確信させる。この実施形態は、袋の両端に３つのデテント５０１
、５０２を有するが、本発明はまた、袋の一端又は両端のいずれかに任意の数のデテント
を包含する。上記で論じたように、デテント５０１、５０２は、穿孔機及びダイアセンブ
リを使用して形成することができる。代替的には、デテント５０１、５０２は、切削、超
音波ストンピング、モールディング、又は熱可塑性プラスチック材料を変形するため任意
の他の方法で形成することができる。
【００４５】
　図１５Ａは、ダブルジッパー側面部材の別の実施形態を示す。この実施形態では、上側
ジッパー側面部材は、第１の封止用部品６００及び第２の封止用部品６０２を含み、下側
ジッパー側面部材は、第３の封止用部品６０４及び第４の封止用部品６０６を含む。第１
の封止用部品６００及び第３の封止用部品６０４は、第１のバッキング部材６２０上に提
供され、第２の封止用部品６０２及び第４の封止用部品６０６は、対向する第２のバッキ
ング部材６３０上に提供される。１つの実施形態では、バッキング部材６２０、６３０は
、側壁１０２、１０４の頂縁部にそれぞれ接続され、別の実施形態では、バッキング部材
６２０、６３０は単に、側壁１０２、１０４の延長部分又は一部である。図１５Ａに示し
た実施形態では、第１の封止用部品６００及び第４の封止用部品６０６は、凸型のダブル
フック矢型相互係止用側面部材を有し、第２の封止用部品６０２及び第３の封止用部品６
０４は、凹型のＣ字型相互係止用側面部材プロファイルを有する。ただし、本発明の趣旨
から逸脱することなく、個々の封止用部品６００、６０２、６０４及び６０６の固有の形
状及び構造を変更することができる。
【００４６】
　図１５Ａに示した実施形態では、ジッパー側面部材は、第１の保持部材６１０及び第２
の保持部材６１２をさらに含む。第１の保持部材６１０は、第１のバッキング部材６２０
の内部表面上に、かつ、第１の封止用部品６００と第３の封止用部品６０４との間に配設
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され、第２の保持部材６１２は、第２のバッキング部材６３０の内部表面上に、かつ、第
２の封止用部品６０２と第４の封止用部品６０６との間に配設される。第１の保持部材６
１０及び第２の保持部材６１２は、たとえば、図１５Ｃに示すように、スライダに提供さ
れた咬合解除フィンガーとの係合によって、ダブルジッパー側面部材上に動作可能に係合
されたスライダを保持するように構成される。
【００４７】
　図１５Ｂは、袋６５０の別の実施形態上に動作可能に係合されたスライダ７００の一実
施形態を示す。この実施形態の袋６５０もまた、上側ジッパー側面部材６６０及び下側ジ
ッパー側面部材６７０を含む。図１５Ｂに示したように、スライダ７００は、スライダ７
００の開放端部７０５の凸部７１２、及びスライダ７００の閉鎖端部７０６のテイル部７
２０をもつ（図１５Ｃ及び図１５Ｄに示すような）咬合解除フィンガー７１０を含む。ス
ライダ７００は、上側ジッパー側面部材６６０及び下側ジッパー側面部材６７０との跨状
の関係を維持し、したがって、咬合解除フィンガー７１０の凸部７１２及びテイル部７２
０は、上側ジッパー側面部材６６０と下側ジッパー側面部材６７０との間に配設される。
【００４８】
　図１５Ｃは、スライダ７００の開放端部７０５における図１５Ａのダブルジッパー側面
部材上のスライダ７００の横断面視図を示す。スライダ７００は、頂部壁７０１から延び
た対向する第１の側壁７０２及び第２の側壁７０４を含み、それらの間に、図１５Ａに示
したダブルジッパー側面部材を動作可能に受け入れることができるチャネルが規定される
。スライダ７００はまた、スライダ７００の頂部壁７０１から凸部７１２まで延びる咬合
解除フィンガー７１０を含む。咬合解除フィンガー７１０の凸部７１２は、第１のフック
部材７１４及び第２のフック部材７１５を含む。凸部７１２の第１のフック部材７１４及
び第２のフック部材７１５は、スライダの垂直保持を提供するために、ダブルジッパー側
面部材の第１の保持部材６１０及び第２の保持部材６１２と相互作用する。
【００４９】
　図１５Ｄは、スライダ７００の閉鎖端部７０６における図１５Ａに示したダブルジッパ
ー側面部材上のスライダ７００の横断面視図を示す。スライダの咬合解除フィンガー７１
０は、スライダ７００の閉鎖端部７０６にテイル部７２０を含む。咬合解除フィンガー７
１０のテイル部７２０は、第１のフック部材７２４及び第２のフック部材７２５を含む。
テイル部７２０の第１のフック部材７２４及び第２のフック部材７２５は、スライダの垂
直保持を提供するために、ダブルジッパー側面部材の第１の保持部材６１０及び第２の保
持部材６１２と相互作用する。スライダ７００の開放端部７０５と閉鎖端部７０６の両方
に、ダブルジッパー側面部材上に提供された第１の保持部材６１０及び第２の保持部材６
１２と係合するフックのセットを提供することによって、袋からスライダ７００を除去す
るのに必要とされる力を増大させることができる。
【００５０】
　図１６は、図１に示した袋１００上に動作可能に係合されるスライダ８００の別の実施
形態を示す。図１６に示したように、スライダ８００は、袋１００の上側ジッパー側面部
材１１２及び下側ジッパー側面部材１１４との跨状の関係を維持する。本実施形態のスラ
イダ８００は、同一の垂直面において、上側ジッパー側面部材１１２及び下側ジッパー側
面部材１１４を同時に開閉するように設計される。詳細には、スライダ８００は、咬合解
除フィンガー８０２及び閉鎖バー８０４を含み、それらは両方とも、スライダ８００の頂
部壁８０１から垂直方向に延びる。咬合解除フィンガー８０２は、垂直方向に配置され、
それにより、咬合解除フィンガー８０２は、同一の垂直面で、上側ジッパー側面部材１１
２及び下側ジッパー側面部材１１４を同時に開放する。閉鎖バー８０４もまた、垂直方向
に配置され、それにより、閉鎖バー８０４は、同一の垂直面で、上側ジッパー側面部材１
１２及び下側ジッパー側面部材１１４を同時に閉鎖する。咬合解除フィンガー８０２と閉
鎖バー８０４の両方の垂直配向は、モールディングプロセスを簡略化することを可能にす
る。さらに、咬合解除フィンガー８０２及び閉鎖バー８０４は、スライダ８００の頂部壁
８０１から、スライダ８００の底部まで垂直方向に延び、それにより、それぞれ、スライ
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ダ内で上側ジッパー側面部材１１２及び下側ジッパー側面部材１１４の位置変動がある場
合でも、開閉機能が保証される。また、咬合解除フィンガー８０２と閉鎖バー８０４との
間の水平距離は、クリープにより生じる変形を最小限に抑えるためにより緩やかな拡幅ア
クションを実現するように拡張することができる。
【００５１】
　図１７Ａ及び図１７Ｂは、図１に示した袋１００上に動作可能に係合されたスライダ９
００及び１０００のさらなる実施形態をそれぞれ示す。図１７Ａ及び図１７Ｂに示したよ
うに、スライダ９００及び１０００は、袋１００の上側ジッパー側面部材１１２及び下側
ジッパー側面部材１１４との跨状の関係を維持する。これらの実施形態のスライダ９００
及び１０００は、上側ジッパー側面部材１１２及び下側ジッパー側面部材１１４のオフセ
ット開閉するように設計される。ジッパー側面部材のオフセット開閉とは、上側ジッパー
側面部材１１２及び下側ジッパー側面部材１１４の開閉が、同じ垂直面に沿って異なる時
点で生じること、又は、異なる垂直面で同時に生じることを示す。ダブルジッパー側面部
材をオフセット開閉するように構成されたスライダを利用することによって、垂直スライ
ダ保持を向上させることができ、袋からの漏出を低減させることができ、スライダの安定
性を増大させることができ、上側ジッパー側面部材及び下側ジッパー側面部材を開閉する
シーケンスを制御することができる。
【００５２】
　図１７Ａのスライダ９００は、ジッパー側面部材１１２及び下側ジッパー側面部材１１
４を連続的に開閉するように構成される。詳細には、スライダ９００は、垂直咬合解除フ
ィンガー９０２を含み、垂直咬合解除フィンガー９０２は、スライダ９００の頂部壁９０
１から、垂直咬合解除フィンガー９０２の底端部に取り付けられた水平咬合解除フィンガ
ー９０３まで垂直方向に延びる。垂直咬合解除フィンガー９０２及び水平咬合解除フィン
ガー９０３は、Ｌ字型の構成を形成し、この構成によって、水平咬合解除フィンガー９０
３により、上側ジッパー側面部材１１２の前に下側ジッパー側面部材１１４を開放するこ
とが可能になる。詳細には、袋１００の開放端部又は右側に向かってスライダ９００が移
動するにつれて、垂直咬合解除フィンガー９０２が上側ジッパー側面部材１１２の封止用
部品を咬合解除する前に、水平咬合解除フィンガー９０３が下側ジッパー側面部材１１４
の封止用部品を咬合解除する。水平咬合解除フィンガー９０３は、上側ジッパー側面部材
１１２のみを貫通し、したがって、上側ジッパー側面部材１１２と下側ジッパー側面部材
１１４との間に配設されように構成することができる。かかる構成では、水平咬合解除フ
ィンガー９０３は、下側ジッパー側面部材１１４を開放するために、（図１０Ａ及び図１
０Ｂに示すような）凸部又はＣ字型の凹部を含むことができる。代替的には、水平咬合解
除フィンガー９０３と相互作用し、下側ジッパー側面部材１１４を咬合解除する際に補助
するように、上側ジッパー側面部材１１２と下側ジッパー側面部材１１４との間に、（図
７Ａ及び図８Ａに示すような）第１のリブ部材及び／又は第２のリブ部材を含むことがで
きる。
【００５３】
　図１７Ａのスライダ９００は、上側閉鎖バー９０４及び下側閉鎖バー９０５をさらに含
む。上側ジッパー側面部材１１２を閉じるために、上側閉鎖バー９０４が上側ジッパー側
面部材１１２上に配設され、下側ジッパー側面部材１１４を閉じるために、下側閉鎖バー
９０５が下側ジッパー側面部材１１４上で配設される。図１７Ａに示したように、上側閉
鎖バー９０４は、上側ジッパー側面部材１１２及び下側ジッパー側面部材１１４のオフセ
ット閉鎖を可能にするために、下側閉鎖バー９０５から水平方向に離間している。詳細に
は、袋１００の閉鎖端部又は左側に向かってスライダ９００が移動するにつれて、下側閉
鎖バー９０５が下側ジッパー側面部材１１４の封止用部品を咬合させる前に、上側閉鎖バ
ー９０４が上側ジッパー側面部材１１２の封止用部品を咬合させる。
【００５４】
　図１７Ｂのスライダ１０００は、ジッパー側面部材１１２及び下側ジッパー側面部材１
１４を連続的に開閉するように構成される。詳細には、スライダ１０００は、垂直咬合解
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除フィンガー１００２を含み、垂直咬合解除フィンガー１００２は、スライダ１０００の
頂部壁１００１から、垂直咬合解除フィンガー９０２の底端部に取り付けられた水平咬合
解除フィンガー１００３まで垂直方向に延びる。スライダ９００と同様に、スライダ１０
００の垂直咬合解除フィンガー１００２及び水平咬合解除フィンガー１００３は、Ｌ字型
の構成を形成する。ただし、スライダ１０００の水平咬合解除フィンガー１００３は、上
側ジッパー側面部材１１２と下側ジッパー側面部材１１４との間に配設される。さらに、
垂直咬合解除フィンガー１００２は、上側ジッパー側面部材１１２に隣接した配設された
一部分に沿ってより広く、下側ジッパー側面部材１１４に隣接した配設された一部分に沿
ってより狭い形状のものである。垂直咬合解除フィンガー１００２の構成により、垂直咬
合解除フィンガー１００２により、下側ジッパー側面部材１１４の前に上側ジッパー側面
部材１１２を開放することが可能になる。詳細には、袋１００の開放端部又は右側に向か
ってスライダ１０００が移動するにつれて、水平咬合解除フィンガー１００３が下側ジッ
パー側面部材１１３の封止用部品を咬合解除する前に、水平咬合解除フィンガー１００２
が上側ジッパー側面部材１１２の封止用部品を咬合解除する。
【００５５】
　図１７Ｂのスライダ１０００は、上側閉鎖バー１００４及び下側閉鎖バー１００５をさ
らに含む。上側ジッパー側面部材１１２を閉じるために、上側閉鎖バー１００４が上側ジ
ッパー側面部材１１２上に配設され、下側ジッパー側面部材１１４を閉じるために、下側
閉鎖バー１００５が下側ジッパー側面部材１１４上で配設される。図１７Ｂに示したよう
に、上側閉鎖バー１００４は、上側ジッパー側面部材１１２及び下側ジッパー側面部材１
１４のオフセット閉鎖を可能にするために、下側閉鎖バー１００５から水平方向に離間し
ている。詳細には、袋１００の閉鎖端部又は左側に向かってスライダ１０００が移動する
につれて、上側閉鎖バー９０４が上側ジッパー側面部材１１２の封止用部品を咬合させる
前に、下側閉鎖バー１００５が下側ジッパー側面部材１１４の封止用部品を咬合させる。
図１７Ａ及び図１７Ｂのスライダ９００及び１０００の閉鎖バーは、それぞれのジッパー
側面部材の上に配設された材料の２つの別個の部品として示されるが、閉鎖バーは、代替
的には、上側ジッパー側面部材１１２を最初に閉鎖するか、下側ジッパー側面部材１１４
を最初に閉鎖するために定位置に配設された単一の三角形状の閉鎖バーとしてもよい。さ
らに、本発明の趣旨から逸脱することなく、咬合解除フィンガー及び閉鎖バーの固有の形
状及び／又は構成を、ダブルジッパー側面部材の封止用部品の所望の連続的な開閉を提供
するように変更することができる。
【００５６】
　図１８Ａ及び図１８Ｂは、図１に示した袋１００上に動作可能に係合されたスライダ２
０００及び３０００のさらなる実施形態をそれぞれ示す。図１８Ａ及び図１８Ｂに示した
ように、スライダ２０００及び３０００は、袋１００の上側ジッパー側面部材１１２及び
下側ジッパー側面部材１１４との跨状の関係を維持する。これらの実施形態のスライダ２
０００及び３０００は、ダブルジッパー側面部材をもつ袋１００上で、マルチレベルでス
ライダを保持するように設計される。具体的には、図１８Ａのスライダ２０００は、頂部
壁から延びた第１の対向側壁２００２及び第２の対向側壁２００４を含み、それらの間に
、ジッパー側面部材１１２、１１４のようなダブルジッパー側面部材を動作可能に受け入
れることができるチャネルが規定される。図１８Ａに示したスライダ２０００は、第２の
対向側壁２００４の内部表面上に、上側保持部材２０１０及び下側保持部材２０１２をさ
らに含み、それらはそれぞれ、上側ジッパー側面部材１１２及び下側ジッパー側面部材１
１４の下にある。第１の対向側壁２００２はまた、図１８Ａには示されていない同様の上
側保持部材及び下側保持部材を含む。上側保持部材２０１０及び下側保持部材２０１２は
、２つのレベルのスライダ保持を提供し、したがって、袋１００上でのスライダ２０００
の垂直保持が増大し、スライダ２０００が、ジッパー側面部材から引き離され、袋１００
を動作不能になることを防止する。スライダ２０００は、ジッパー側面部材の一端又は両
端に、たとえば、スライダ２０００の咬合解除フィンガーにクリップ留めするデテント機
構を含むことなどによって、スライダ２０００と係合し、スライダ２０００がジッパー側
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面部材の端部から落下することを防止する端部ストップ２０２０をさらに含むことができ
る。
【００５７】
　図１８Ｂのスライダ３０００もまた、頂部壁から延びた第１の対向側壁３００２及び第
２の対向側壁３００４を含み、それらの間に、ジッパー側面部材１１２、１１４のような
ダブルジッパー側面部材を動作可能に受け入れることができるチャネルが規定される。図
１８Ｂに示したスライダ３０００は、第２の対向側壁３００４の内部表面上に、上側保持
フット３０１０及び下側保持フット３０１２をさらに含み、それらはそれぞれ、上側ジッ
パー側面部材１１２及び下側ジッパー側面部材１１４の下にある。第１の対向側壁３００
２はまた、図１８Ｂには示されていない同様の上側保持フット及び下側保持フットを含む
。上側保持フット３０１０及び下側保持フット３０１２は、２つのレベルのスライダ保持
を提供し、したがって、袋１００上でのスライダ３０００の垂直保持が増大し、スライダ
３０００が、ジッパー側面部材から引き離され、袋１００を動作不能になることを防止す
る。上側保持フット３０１０及び下側保持フット３０１２は各々、それぞれの対向側壁の
内部表面に沿って配置された複数の保持フットを含むことができる。代替的には、上側保
持フット３０１０及び下側３０１２は各々、スライダ３０００のそれぞれの対向側壁の内
部表面の一部分又はその全長に沿って延びる単一の保持フットを含むことができる。スラ
イダ３０００は、ジッパー側面部材の一端又は両端に、たとえば、スライダ３０００の咬
合解除フィンガーにクリップ留めするデテント機構を含むことなどによって、スライダ３
０００と係合し、スライダ３０００が上側ジッパー側面部材１１２の端部から落下するこ
とを防止する端部ストップ３０２０をさらに含むことができる。
【００５８】
　図１９及び図２０は、本発明の別の実施形態による袋１００'の図である。袋１００'は
、第１の側壁１０２'及び第２の側壁１０４'を含む。第１の側壁１０２'と第２の側壁１
０４'とは、縁部１０６'及び１０８'に沿って接続され、第１の側壁１０２'と第２の側壁
１０４'とは、袋１００の底縁部１１０'でも接続される。以下に記載するように、ジッパ
ー側面部材１１２'及び１１４'により規定される縁部１１６'に隣接して、袋１００'の内
部への開口部１０３'が形成される。第１の側壁１０２'及び第２の側壁１０４'は、以下
に記載するプラスチックのような実質的に透明なプラスチックから作製することができ、
それにより、袋の内部の内容物を、簡単に判定することができるようになる。代替的には
、第１の側壁１０２'及び第２の側壁１０４'を実質的に不透明にする、又は完全に不透明
な材料で作製することができる。
【００５９】
　図１９及び図２０に同じく示すように、スライダ１２０'は、袋１００'への開口部１０
３'を開閉するように、ジッパー側面部材１１２'及び１１４'に動作可能に係合している
。スライダ１２０'を閉鎖端部（たとえば、図１９の袋１００'の左側）に向かってスライ
ドさせると、対向する側壁１０２'、１０４'を１つし、ジッパー側面部材１１２'、１１
４'を咬合させることによって、開口部１０３'が閉鎖される。スライダ１２０'を開放端
部（たとえば、図１９の袋１００'の右側）に向かってスライドさせると、対向する側壁
１０２'、１０４'を離し、ジッパー側面部材１１２'、１１４'を咬合解除させることによ
って、開口部１０３'が開放される。図２０に示すように、ジッパー側面部材１１２'、１
１４'の端部からスライダ１２０'が外れることを防止するために、袋１００'の閉鎖端部
及び開放端部の一方又は両方に、少なくとも１つの端部ストップ１０５'又はサイドウェ
ルドを含むことができる。
【００６０】
　図２１に示すように、図１９の袋の場合に含むことができるダブルジッパー側面部材の
一実施形態は、第１の封止用部品２００'及び第２の封止用部品２０２'をもつ上側ジッパ
ー側面部材１１２'と、第３の封止用部品２０４'及び第４の封止用部品２０６'をもつ下
側ジッパー側面部材１１４'とを含む。第１の封止用部品２００'及び第３の封止用部品２
０４'は、第１のバッキング部材２１０'上に提供され、第２の封止用部品２０２'及び第
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４の封止用部品２０６'は、対向する第２のバッキング部材２１２'上に提供される。バッ
キング部材２１０'及び２１２'は、図３Ａのダブルジッパー側面部材の実施形態のものと
実質的に同じである。図２１に示した実施形態では、第１の封止用部品２００'及び第４
の封止用部品２０６'は、凹型のＣ字型相互係止用側面部材を有し、第２の封止用部品２
０２'は、凸型のダブルフック矢型相互係止用側面部材を有し、第３の封止用部品２０４'
は、凸型のシングルフック矢型相互係止用側面部材を有する。１つの実施形態では、第１
の封止用部品２００'、第２の封止用部品２０２'、第３の封止用部品２０４'、及び第４
の封止用部品２０６'の各々が、それぞれのバッキングストリップ２１０'、２１２'から
、それぞれの封止用部品の遠位端まで延びる距離は、約２５ｍｉｌから約４０ｍｉｌの範
囲内であり、上側ジッパー側面部材１１２'の第１の封止用部品２００'及び第２の封止用
部品２０２'についての好適な距離は約２８ｍｉｌであり、下側ジッパー側面部材１１４'
の第３の封止用部品２０４'及び第４の封止用部品２０６'についての好適な距離は約３２
ｍｉｌである。さらに、封止用部品の各々の後ろにあるバッキングストリップ２１０'、
２１２'の一部分は、好ましくは約５ｍｉｌから約１５ｍｉｌの、或いはより好ましくは
約１０ｍｉｌの厚さ有する。したがって、咬合位置では、咬合した封止用部品と、それぞ
れの咬合した封止用部品の後ろにあるバッキングストリップ２１０'、２１２'の一部分の
両方の全厚についての好適な範囲は、約４５ｍｉｌから約７５ｍｉｌであり、或いはより
好ましくは、咬合した上側ジッパー側面部材１１２'及び咬合した下側ジッパー側面部材
１１４'の各々について、約５０ｍｉｌから約５８ｍｉｌである。換言すると、咬合位置
では、バッキングストリップ２１０'の裏面から、バッキングストリップ２１２'の対向す
る裏面までの、咬合した封止用部品間の距離は、約４５ｍｉｌから約５５ｍｉｌであり、
或いはより好ましくは、咬合した上側ジッパー側面部材１１２'については約５０ｍｉｌ
、咬合した下側ジッパー側面部材１１４'について約５２ｍｉである。
【００６１】
　図２１に示したダブルジッパー側面部材はまた、図３Ａのダブルジッパー側面部材の実
施形態のものと実質的に同じである第１の隔離セクション２２０'及び第２の隔離セクシ
ョン２３０'を含む。したがって、図３Ａの実施形態と同様に、図２１の第１の隔離セク
ション２２０'及び第２の隔離セクション２３０'は、スライダによる上側ジッパー側面部
材１１２'の開放が、スライダによる下側ジッパー側面部材１１４'の開口部に影響を与え
ないように提供され、又は、逆もまた同じである。さらに、図３Ａの実施形態と同様に、
第１の隔離セクション２２０'及び第２の隔離セクション２３０'は、ジッパー側面部材１
１２'、１１４'よりも薄くすることができる。第１の隔離セクション２２０'及び第２の
隔離セクション２３０'の断面をジッパー側面部材１１２'、１１４'の封止用部品の断面
よりも薄くすることによって、第１の隔離セクション２２０'及び第２の隔離セクション
２３０'は、ダブルジッパー側面部材のバックボーンに柔軟性を提供する。したがって、
図３Ａの実施形態と同様に、上側ジッパー側面部材１１２'の封止用部品及び下側ジッパ
ー側面部材１１４'の封止用部品の間の約２００ｍｉｌの中心間間隔において、第１の隔
離セクション２２０'及び第２の隔離セクション２３０'の厚さが２０ミリ未満であること
により、隔離が十分になり、上側ジッパー側面部材１１２'の第１の封止用部品２００'及
び第２の封止用部品２０２'に咬合解除フィンガーが印加するあらゆる梃子比は、下側ジ
ッパー側面部材１１４'の第３の封止用部品２０４'及び第４の封止用部品２０６'を開放
するには不十分である。詳細には、第１の隔離セクション２２０'及び第２の隔離セクシ
ョン２３０'の厚さは、約１ｍｉｌから１５ｍｉｌ、又はより好ましくは５ｍｉｌから１
０ｍｉｌとすることができる。さらに、第１の隔離セクション２２０'は、第２の隔離セ
クション２３０'とは異なる厚さを有し得る。たとえば、第１の隔離セクション２２０'の
厚さを約１５ｍｉｌとし、第２の隔離セクション２３０'の厚さを約５ｍｉｌとすること
ができ、或いは逆もまた同じである。ただし、当業者には、本発明の趣旨から逸脱するこ
となく、第１の隔離セクション２２０'及び第２の隔離セクション２３０'の固有の厚さ及
び／又はトレランスを変更できることが認識されよう。
【００６２】
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　図２１の実施形態では、隔離セクション２２０'、２３０'の長さは、上側ジッパー側面
部材１１２'と下側ジッパー側面部材１１４'との中心間間隔又は距離に関し、好ましくは
約１９０から約２１０ｍｉｌであり、或いはより好ましくは、約２００ｍｉｌである。た
だし、隔離セクション２２０'、２３０'の長さ、又は上側ジッパー側面部材１１２'と下
側ジッパー側面部材１１４'との中心間間隔は、２００ｍｉｌよりも大きく、たとえば、
最大約３５０ｍｉｌ、又は約２８０ｍｉｌから約３００ｍｉｌとすることができる。この
点について、上側ジッパー側面部材１１２'と下側ジッパー側面部材１１４'との間の距離
を約１９０ｍｉｌから約２１０ｍｉｌにすると、以下でより詳細に説明する分離機構を用
いて、プロファイル１１２'、１１４'に対するスライダ１２０'の効果的な位置決めが可
能になる。さらに、スライダ１２０'は、上記で論じた様々なプロファイル寸法で機能す
るように設計され、したがって、スライダの位置及び機能は、プロファイル１１２'、１
１４'の設計及び寸法により設定される。
【００６３】
　図２１のダブルジッパー側面部材の実施形態では、第１の封止用部品２００'は、図３
Ｂおよび図３Ｃに示した実施形態のものと実質的に同じである上側フック２００Ａ'及び
下側フック２００Ｂ'を有するように構成され、第２の封止用部品２０２'は、図３Ｂおよ
び図３Ｃに示した実施形態のものと実質的に同じである上側フック２０２Ａ'及び下側フ
ック２０２Ｂ'を含む。したがって、図３Ｂおよび図３Ｃの実施形態と同様に、上側フッ
ク２００Ａ'、２０２Ａ'は、高い外部開放力を提供するために、アグレッシブなフッキン
グ角度（たとえば、それぞれ、図３Ｂおよび図３ＣのθＡ、θＢ）を有するように構成さ
れる。図２１の実施形態の上側フック２００Ａ'、２０２Ａ'は、フックが取り付けられる
封止用部品の一部分に対して、好ましくは３０度から９０度の角度、或いはより好ましく
は４０度から９０度、５０度から９０度、又は５０度から８５度の角度、或いは最も好ま
しくは６０度から８０度の角度を成す。上側フック２００Ａ'、２０２Ａ'を急角度でやは
り提供することによって、第１の封止用部品２００'の上側フック２００Ａ'は、第２の封
止用部品２０２'の上側フック２０２Ａ'とアグレッシブに対合又は係合する。上側フック
２００Ａ'、２０２Ａ'を互いに対してアグレッシブに対合させると、外部開放力が上側フ
ック２００Ａ'、２０２Ａ'に印加されたときに、すなわち、ユーザが、頂縁部１１６'に
沿って袋１００'の開口部１０３'を引っ張って開こうとしたときに、上側フック２００Ａ
'、２０２Ａ'を１つに貼り付ける。図３Ｂおよび図３Ｃの実施形態と同様に、図２１の下
側フック２００Ｂ'、２０２Ｂ'は、これらのフック２００Ｂ'、２０２Ｂ'を開くためには
、ジッパー側面部材間のより低い内部開放力が必要なので、スライダによる封止用部品２
００'、２０２'のより簡単な内部開放（たとえば、ジッパー側面部材間の開放）を提供す
るために、あまりアグレッシブでない、又はあまり急ではないフッキング角度（たとえば
、それぞれ、図３Ｂおよび図３ＣのθＣ、θＤ）を有するように構成される。たとえば、
下側フック２００Ｂ'、２０２Ｂ'は、フックが取り付けられる封止用部品の一部分に対し
て、好ましくは９０度から１８０度の角度、又はより好ましくは１００度から１８０度の
角度、又は最も好ましくは１１０度から１８０度の角度を成す。したがって、第１の封止
用部品２００'の下側フック２００Ｂ'は、第２の封止用部品２０２'の下側フック２０２
Ｂ'と弱く対合又は係合する。代替的には、所望される場合、第２の封止用部品２０２'の
下側フック２０２Ｂ'及び／又は第１の封止用部品２００'の下側フック２００Ｂ'を部分
的に又は完全に除去してもよい。
【００６４】
　図２１の下側ジッパー側面部材１１４'の封止用部品に関して、第３の封止用部品２０
４'は、非フック部分２０４Ａ'とともに、図３Ｄおよび図３Ｅに示した実施形態の下側フ
ック２０４Ｂと実質的に同じである下側フック２０４Ｂ'を含み、第４の封止用部品２０
６'は、図３Ｄおよび図３Ｅに示した実施形態のものと実質的に同じである上側フック２
０６Ａ'と下側フック２０６Ｂ'の両方を含む。上側ジッパー側面部材１１２'の封止用部
品とは対照的に、第３の封止用部品２０４'の非フック部分２０４Ａ'及び第４の封止用部
品２０６'の上側フック２０６Ａ'は、スライダによるより簡単な開放を提供するために、
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あまりアグレッシブでない、又はあまり急でないフッキング角度（たとえば、それぞれ、
図３Ｄおよび図３ＥのθＦ、θＥ）を有するように構成される。たとえば、非フック部分
２０４Ａ'はフックなしに形成されるか、或いはフックが完全に除去されているが、上側
フック２０６Ａ'は、フック２０６Ａ'が取り付けられる封止用部品の一部分に対して、好
ましくは９０度から１８０度の角度、又はより好ましくは１００度から１８０度の角度、
又は最も好ましくは１１０度から１８０度の角度を成す。したがって、第３の封止用部品
２０４'の非フック部分２０４Ａ'は、第４の封止用部品２０６'の上側フック２０６Ａ'と
弱く対合又は係合する。代替的には、所望される場合、第４の封止用部品２０６'の上側
フック２０６Ａ'を部分的に又は完全に除去してもよい。ただし、図２１の下側封止用部
品１１４'の下側フック２０４Ｂ'、２０６Ｂ'は、図３Ｄおよび図３Ｅの実施形態と同様
に、高い内部破裂強度を提供するために、アグレッシブなフッキング角度（たとえば、そ
れぞれ、図３Ｄおよび図３ＥのθＧ、θＨ）を有するように構成される。上記で論じたよ
うに、アグレッシブなフッキング角度とは、フックが急角度で形成され、したがって、た
とえば、フックが取り付けられる封止用部品の一部分に対して、フックが鋭角を成すこと
を意味する。下側フック２０４Ｂ'、２０６Ｂ'は、フックが取り付けられる封止用部品の
一部分に対して、好ましくは３０度から９０度の角度、或いはより好ましくは４０度から
９０度、５０度から９０度、又は５０度から８５度の角度、或いは最も好ましくは６０度
から８０度の角度を成す。下側フック２０４Ｂ'、２０６Ｂ'を急角度で提供することによ
って、第３の封止用部品２０４'の下側フック２０６Ｂ'は、第４の封止用部品２０６'の
下側フック２０６Ｂ'とアグレッシブに対合又は係合する。下側フック２０４Ｂ'、２０６
Ｂ'を互いに対してアグレッシブに対合させると、開放力が下側フック２０４Ｂ'、２０６
Ｂ'に印加されたときに、すなわち、袋１００'中の内容物を袋１００'の側壁１０２'、１
０４'へと引き下げた、又はそこから押し出しとときに、下側フック２０４Ｂ'、２０６Ｂ
'を１つに貼り付け、したがって、下側フック２０４Ｂ'、２０６Ｂ'に開放力が印加され
る。
【００６５】
　図３Ａから図３Ｅの実施形態と同様に、図２１の上側ジッパー側面部材１１２'の上側
フック２００Ａ'、２０２Ａ'、及び図２１の下側ジッパー側面部材１１４'の下側フック
２０４Ｂ'、２０６Ｂ'は、アグレッシブに対合するように構成され、袋１００'の開口部
１０３'に沿ったフック、すなわち、２００Ａ'及び２０２Ａ'を引っ張って開くために、
又は、袋１００'の内部に沿ったフック、すなわち、２０４Ｂ'及び２０６Ｂ'を引っ張っ
て開くために必要な外部開放力は、より高くなる。しかしながら、上側ジッパー側面部材
１１２'のフック、すなわち、２００Ｂ'及び２０２Ｂ'、並びに下側ジッパー側面部材１
１４'のフック及び非フック部分、すなわち、２０６Ａ'及び２０４Ａ'は、弱く対合する
ように構成されるので、図２１の上側ジッパー側面部材１１２'間の、及び下側ジッパー
側面部材１１４'のフックを開放するのに必要な内部開放力、より小さくなる。したがっ
て、図２１示した上側ジッパー側面部材１１２'及び下側ジッパー側面部材１１４'は、図
３Ａから図３Ｃの実施形態と同様に、内側から外へと開放し、つまり、ジッパー側面部材
の外部フック２００Ａ'、２０２Ａ'、２０４Ｂ'及び２０６Ｂ'が咬合解除する前に、ジッ
パー側面部材の内部フック及び／又は非フック部分、すなわち、２００Ｂ'、２０２Ｂ'、
２０６Ａ'及び２０４Ａ'が咬合解除する。
【００６６】
　図２１の構成を鑑みると、上側ジッパー側面部材１１２'の上側フック２００Ａ'と２０
２Ａ'、及び下側ジッパー側面部材１１４'の下側フック２０４Ｂ'と２０６Ｂ'は、アグレ
ッシブに対合する。これは、次いで、これらのフックを開くためにより高い外部開放力又
は破裂強度を必要とし、それにより、袋の開口部に沿って、並びに袋の内部に沿って、よ
り強く、より耐漏出の封止が提供される。したがって、ユーザは、顕著な力なしには、袋
１００'の開口部１０３'を引き離すことができず、袋の内容物は、高い破裂強度なしには
、袋の内部に沿って下側フック２０４Ｂ'、２０６Ｂ'を引き離すことができない。対照的
に、上側ジッパー側面部材１１２'の下側フック２００Ｂ'と２０２Ｂ'、及び下側ジッパ
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ー側面部材１１４'の上側フック２０６Ａ'と非フック部分２０４Ａ'とは、弱く対合する
ように構成される。したがって、これらのフックを開くために必要内部開放力又は破裂強
度は、より低くなり、それにより、以下でより詳細に論じるように、咬合解除フィンガー
をもつスライダが、ユーザがスライダを開放方向にスライドしたときに咬合解除フィンガ
ーにより内部フックを簡単に咬合解除することが可能になる。
【００６７】
　図３Ａの実施形態と同様に、バッキング部材２１０'、２１２'は、側壁１０２'、１０
４'の頂縁部にそれぞれ接続されるか、或いは、バッキング部材２１０'、２１２'は単に
、側壁１０２'、１０４'の延長部分又は一部である。この点について、図２２Ａ～図２２
Ｆは、図２１に示したダブルジッパー側面部材を、袋１００'の側壁１０２'、１０４'に
接続するための様々な実施形態を示す。具体的には、図２２Ａでは、袋１００'の側壁１
０４'は、ホットバーラミネーション２４０を用いて、第１の封止用部品２００'の後ろに
ある上側ジッパー側面部材１１２'の少なくとも一部分に接続され、袋１００'の側壁１０
２'は、ホットバーラミネーション２４０を用いて、第４の封止用部品２０６'の後ろにあ
る下側ジッパー側面部材１１４'の少なくとも一部分に接続される。代替的には、図２２
Ｂの実施形態では、ホットバーラミネーション２４０を使用して、袋１００'の側壁１０
２'、１０４'を、第３の封止用部品２０４'及び第４の封止用部品２０６'の下方にある下
側ジッパー側面部材１１４'の少なくとも一部分にそれぞれ接続する。図２２Ｃの実施形
態では、袋１００'の側壁１０４'は、側壁１０４'と上側ジッパー側面部材１１２'の少な
くとも一部分との間に配設された接続機構２５０（たとえば、ホットメルトグルーストリ
ップ、コンタクト接着剤又は熱溶接）を介して、第１の封止用部品２００'の後ろにある
上側ジッパー側面部材１１２'の少なくとも一部分に接続される。袋１００'の側壁１０２
'は、側壁１０２'と下側ジッパー側面部材１１４'の少なくとも一部分との間に配設され
た接続機構２５０（たとえば、ホットメルトグルーストリップ、コンタクト接着剤又は熱
溶接）を介して、第４の封止用部品２０６'の後ろにある下側ジッパー側面部材１１４'の
少なくとも一部分に接続される。代替的には、図２２Ｄの実施形態では、接続機構２５０
を使用して、袋１００'の側壁１０２'、１０４'を、第３の封止用部品２０４'及び第４の
封止用部品２０６'にある、又はその下方にある下側ジッパー側面部材１１４'の少なくと
も一部分にそれぞれ接続する。ただし、図２２Ｃ及び図２２Ｄの第１の接続機構２５０の
固有の形状及び構成は、本発明の趣旨から逸脱することなく変更することができ、たとえ
ば、ホットメルトグルーストリップ、コンタクト接着剤、熱溶接などを含む、ジッパー側
面部材（単数又は複数）を側壁に接続するために実現可能な他のタイプの接続機構を含む
ことができる。図２２Ｅ及び図２２Ｆの実施形態では、上側ジッパー側面部材１１２'及
び下側ジッパー側面部材１１４'にはフランジがない、すなわち、バッキングストリップ
（たとえば、２１０'、２１２'）に取り付けられていない、第１の封止用部品２００''、
第２の封止用部品２０２''、第３の封止用部品２０４''及び第４の封止用部品２０６''を
含む。この点について、第１の封止用部品２００''は基部部材２００Ａ''を含み、第２の
封止用部品２０２''は基部部材２０２Ａ''を含み、第３の封止用部品２０４''は基部部材
２０４Ａ''を含み、第４の封止用部品２０６''は基部部材２０６Ａ''を含む。図２２Ｅの
実施形態では、上側ジッパー側面部材１１２'の第１の封止用部品２００''の基部部材２
００Ａ''及び第２の封止用部品２０２''の基部部材２０２Ａ''、並びに下側ジッパー側面
部材１１４'の第３の封止用部品２０４''の基部部材２０４Ａ''及び第４の封止用部品２
０６''の基部部材２０６Ａ''は、袋１００'の側壁１０２'、１０４'に直接取り付けられ
る。したがって、図２２Ｅの実施形態では、接続機構又はラミネーションは必要とされな
い。図２２Ｆの実施形態では、上側ジッパー側面部材１１２'の第２の封止用部品２０２'
'の基部部材２０２Ａ''、及び下側ジッパー側面部材１１４'の第４の封止用部品２０６''
の基部部材２０６Ａ''は、図２２Ｅの実施形態と同様に、袋１００'の側壁１０２に直接
取り付けられる。ただし、上側ジッパー側面部材１１２'の第１の封止用部品２００''の
基部部材２００Ａ''、及び下側ジッパー側面部材１１４'の第３の封止用部品２０４''の
基部部材２０４Ａ''は、フィルム層２６５に直接取り付けられ、フィルム層２６５は、側
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壁１０４'とフィルム層２６５の少なくとも一部分との間に配設された接続機構２６０（
たとえば、ホットメルトグルーストリップ、コンタクト接着剤又は熱溶接）を介して、袋
１００'の側壁１０４に取り付けられる。フィルム層２６５は、当該プロファイルを袋１
００'の側壁１０４'に取り付けるために準備された追加のフィルム層、又は、側壁１０４
'の残部から完全に又は部分的に取り外された側壁１０４'の一部分のいずれかである。代
替的には、フィルム層２６５は、袋１００'の頂縁部１１６'上で折り畳まれた側壁１０４
の一部分を含むことができる。図２２Ａ～図２２Ｆの実施形態では、上側ジッパー側面部
材１１２'及び下側ジッパー側面部材１１４'を、袋１００'の側壁１０２'、１０４'に取
り付けるために、下側ジッパー側面部材１１４''の下方にある拡張されたバッキングスト
リップ（たとえば、２１０'、２１２'）は必要とされない。さらに、図２２Ｅ及び図２２
Ｆの実施形態では、上側ジッパー側面部材１１２'及び下側ジッパー側面部材１１４'を、
袋１００'の側壁１０２'、１０４'に取り付けるために、いかなるタイプのバッキングス
トリップも必要とされない。ただし、これらの実施形態の各々では、ジッパー側面部材１
１２'、１１４'を生成するのに必要な材料の量（たとえば、プラスチック）を低減しなが
ら、より大きい封止強度を提供する袋１００'のジッパー側面部材１１２'、１１４'を側
壁１０２'、１０４'に取り付ける手段が提供される。たとえば、上記で説明した様々な破
裂強度を可能にする封止強度を提供することができる。
【００６８】
　図２３は、図１９及び図２０の袋１００'上に配置することができるスライダ１２０'の
一実施形態を示す。本実施形態では、スライダ１２０'は、頂部壁４０１'から延びた第１
の対向側壁４０２'及び第２の対向側壁４０４'を含み、それらの間に、図２１のジッパー
側面部材のようなダブルジッパー側面部材を動作可能に受け入れることができるチャネル
が規定される。第１の対向面４０２'は、スライダを形成する材料が充填された弧状部分
４０３'を含む。また、第２の対向面４０４'は、図２３には示されていない同様の弧状部
分を含む。図２３に示した実施形態では、弧状部分４０３'は、充填されているが、代替
的には、弧状部分４０３は中空であっても、又は部分的に充填されていてもよい。さらに
、弧状部分４０３'は、たとえば図２３に示すように、楕円であっても、又は卵形状であ
ってもよい。ただし、対向面及び／又は弧状部分固有の形状及び構成は、本発明の趣旨か
ら逸脱することなく変更することができるので、弧状部分４０３'は、たとえば、円形、
矩形、正方形、又は任意の他の多角形形状のような、異なる形状のものでもよい。
【００６９】
　図２３及び図２４に示すように、スライダ１２０'は、頂部壁４０１'から、第１の対向
面４０２'と第２の対向面４０４'との間で離間するチャネルへと延びる支持部材４１０'
を含む。支持部材４１０'は、支持部材４１０'の遠位端に第２のジッパー側面部材開放部
材４２６を含む。第２のジッパー側面部材開放部材４２６は、ジッパー側面部材に沿った
スライダ移動方向に対して直交して延びる、第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のシ
ョルダー部材４２６Ｂ（図示せず）を含む。第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のシ
ョルダー部材４２６Ｂは、好ましくは、第３の封止用部品２０４'及び第４の封止用部品
２０６'に向かってそれぞれ延びる弧状部材を含む。第２のジッパー側面部材開放部材４
２６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のショルダー部材４２６Ｂにより、支持部
材４１０'の遠位端が、第３封止用部品２０４'と第４の封止用部品２０６'とを楔合アク
ションにより咬合解除するのに必要な幅に達することが可能になる。この実施形態では、
第２のジッパー側面部材開放部材４２６は、好ましくは、上述した厚さ並びに上述したよ
うな上側ジッパー側面部材からの中心間間隔をもつ下側ジッパー側面部材の封止用部品を
効果的に咬合解除するために、約４０ｍｉｌから約１６０ｍｉｌの、より好ましくは約７
０ｍｉｌから約１２８ｍｉｌの幅（すなわち、第１のショルダー部材４２６Ａの縁部から
第２のショルダー部材４２６Ｂの縁部まで）を有する。図２４及び図２５に示すように、
支持部材４１０はまた、ジッパー側面部材上でスライダを保持する際に補助する保持部材
４２８Ａを含み、それにより、ユーザは簡単には、スライダを袋から垂直方向に引くこと
ができない。支持部材４１０'は、好ましくは、保持部材４２８Ａの反対側に、同様の保
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持部材（たとえば、４２８Ｂ）を含むが、それは、図２４及び図２５に示されていない。
【００７０】
　図２４及び図２５に示したように、スライダ１２０'はまた、スライダ１２０'の頂部壁
４０１'から延びるジッパー側面部材開放部材４２７を含む。第１のジッパー側面部材開
放部材４２７は、スライダ１２０'の頂部壁４０１'から下に垂直方向に延び、延長部材４
２７Ａが、第１のジッパー側面部材開放部材４２７に取り付けられ、スライダ移動方向に
対して平行に延びる。第１のジッパー側面部材開放部材４２７は、楔合アクションによっ
て、第１の封止用部品２００'及び第２の封止用部品２０２'だけを開放するように構成さ
れる。延長部材４２７Ａは、上側ジッパー側面部材１１２'と下側ジッパー側面部材１１
４'との間の区域に配設され（たとえば、図２５を参照）、それにより、延長部材４２７
　Ａは、保持手段として働くように構成される。延長部材４２７Ａはまた、保持部材４２
９を含み、したがって、保持部材４２９並びに延長部材４２７Ａ自体が、ジッパー側面部
材上でスライダを保持する際に補助し、それにより、ユーザは簡単には、スライダを袋か
ら垂直方向に引くことができない。延長部材４２７Ａは、好ましくは、保持部材４２９の
反対側に、同様の保持部材を含むが、それは、図２４及び図２５に示されていない。上記
で論じたように、支持部材４１０'の保持部材（単数又は複数）４２８Ａ、並びに延長部
材４２７Ａの延長部材４２７Ａ及び保持部材（単数又は複数）４２９は、ジッパー側面部
材上にスライダを保持する際に補助する。図２３～図２５のスライダ１２０'に関して、
第１のジッパー側面部材開放部材４２７は、スライダ２１０'の頂部壁４０１'に直接取り
付けられ、第２のジッパー側面部材開放部材４２６は、支持部材４１０'に取り付けられ
、支持部材４１０'は、次いで、スライダ１２０'の頂部壁４０１'に取り付けられ、した
がって、スライダ１２０'は、２つの別個の部材又は咬合解除フィンガー、すなわち、第
１のジッパー側面部材開放部材４２７と第２のジッパー側面部材開放部材４２６と、をも
つ支持部材４１０'で構成される。代替的には、第１のジッパー側面部材開放部材４２７
と第２のジッパー側面部材開放部材４２６の両方を各々、支持部材４１０'に取り付けて
、単一の部材で構成される単体の咬合解除フィンガー又は分離機構を生成することができ
る。さらに、図２３～図２５のスライダ１２０'の実施形態は、第１の対向面４０２'及び
第２の対向面４０４'の外側の区域まで延びた、支持部材４１０'及び第２のジッパー側面
部材開放部材４２６を示しているが、代替的には、支持部材４１０'及び第２のジッパー
側面部材開放部材４２６を全体的に、スライダ１２０'の第１の対向面'４０２及び第２の
対向面４０４'内に配置することができる。
【００７１】
　図２５及び図２６は、図２１に示したダブルジッパー側面部材上に動作可能に係合され
た、図２３及び図２４に示したスライダ１２０'、支持部材４１０'、第１のジッパー側面
部材開放部材４２７'、及び第２のジッパー側面部材開放部材４２６'の一実施形態を示す
。図２５に示すように、スライダ１２０'は、袋１００'上に配設され、上側ジッパー側面
部材１１２'及び下側ジッパー側面部材１１４'との跨状の関係を維持し、したがって、少
なくとも第２のジッパー側面部材開放部材４２６は、上側ジッパー側面部材１１２'と下
側ジッパー側面部材１１４'の間の区域に配設される。図２５の実施形態では、袋１００'
上の、支持部材４１０'、第１のジッパー側面部材開放部材４２７'及び第２のジッパー側
面部材開放部材４２６'の位置を明確に図示するために、スライダ１２０'の第１の対向面
４０４'が除去されている。図２６に示すように、上側ジッパー側面部材の第１の封止用
部品２００'及び第２の封止用部品２０２'は、スライダ１２０'の頂部壁４０１'の下に配
設される。スライダ１２０'の頂部壁４０１'から延びる支持部材４１０'は、上側ジッパ
ー側面部材１１２'の第１の封止用部品２００'と第２の封止用部品２０２'との間、かつ
、下側ジッパー側面部材１１４'の第３の封止用部品２０４'と第４の封止用部品２０６'
との間に区域に配設される。詳細には、支持部材４１０'の第２のジッパー側面部材開放
部材４２６は、上側ジッパー側面部材１１２'の第１の封止用部品２００'及び第２の封止
用部品２０２'と、下側ジッパー側面部材１１４の第３の封止用部品２０４'及び第４の封
止用部品２０６'との間の区域に配設され、すなわち、第２のジッパー側面部材開放部材



(31) JP 6804987 B2 2020.12.23

10

20

30

40

50

４２６は、第１の隔離セクション２２０'と第２の隔離セクション２３０'との間に配設さ
れる。第２のジッパー側面部材開放部材４２６をこのように配置することによって、第２
のジッパー側面部材開放部材４２６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のショルダ
ー部材４２６Ｂは、第１の隔離セクション２２０'及び第２の隔離セクション２３０'の一
部分を押圧することにより、下側ジッパー側面部材の第３の封止用部品２０４'及び第４
の封止用部品２０６'と相互作用する。しかしながら、支持部材４１０'及び第２のジッパ
ー側面部材開放部材４２６は、下側ジッパー側面部材の第３の封止用部品２０４'と第４
の封止用部品２０６）との間に又はそれらの下方の点まで延びていない。スライダ１２０
'は、ジッパー側面部材と跨状の関係でスライダ１２０'を維持するために、下側ジッパー
側面部材の下に延びるＬ字型のショルダー部４５０'、４６０'をさらに含むことができる
。スライダ１２０'の第１の対向面４０２'は、頂部壁４０１'から第１の底部分４３０'ま
で延び、スライダ１２０'の第２の対向面４０４'は、頂部壁４０１'から第２の底部分４
４０'まで延びる。それぞれ、Ｌ字型のショルダー部４５０'、４６０'は、第１の底部分
４３０'及び第２の底部分４４０'に取り付けられる。
【００７２】
　図２５及び図２６を参照すると、ユーザによるスライドなどによって、スライダ１２０
'が、ジッパー側面部材に沿って咬合方向に、すなわち、図２５の右から左に動作可能に
移動すると、第１のクロージャバール４７０'及び第２のクロージャバー４８０'は、第１
の封止用部品２００'と第２の封止用部品２０２'とをそれぞれ咬合させる。Ｌ字型のショ
ルダー部４５０'、４６０'は、第３の封止用部品２０４'及び第４の封止用部品２０６'を
咬合させる際に補助する。スライダ１２０'を咬合解除方向に、すなわち、図２５の左か
ら右に動作可能に移動させると、第１のジッパー側面部材開放部材４２７は、上側ジッパ
ー側面部材１１２'の第１の封止用部品２００'と第２の封止用部品２０２'の間で拡張し
、第１の封止用部品２００'及び第２の封止用部品２０２'を楔合することによって、それ
らを咬合解除する。ただし、ジッパー側面部材上でスライダを保持する際に補助するよう
に含まれる延長部材４２７Ａ及び保持部材（単数又は複数）４２９は、上側ジッパー側面
部材１１２'又は下側ジッパー側面部材１１４'と相互作用しないように、又は咬合解除し
ないように構成される。その後、咬合解除方向に第１のジッパー側面部材開放部材４２７
を引き戻す第２のジッパー側面部材開放部材４２６の第１ショルダー部材４２６Ａ及び第
２のショルダー部材４２６Ｂは、第１の隔離セクション２２０'及び第２の隔離セクショ
ン２３０'の一部分に対して外向きに押圧することによって、下側ジッパー側面部材１１
２の第３の封止用部品２０４'と第４の封止用部品２０６'とを咬合解除し、それにより、
第３の封止用部品２０４'と第４の封止用部品２０６'が離される。上記で論じたように、
第２のジッパー側面部材開放部材４２６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のショ
ルダー部材４２６Ｂにより、支持部材４１０'の遠位端が、第３封止用部品２０４'と第４
の封止用部品２０６'とを楔合アクションにより咬合解除するのに必要な幅に達すること
が可能になる。さらに、第２のジッパー側面部材開放部材４２６の第１のショルダー部材
４２６Ａ及び第２のショルダー部材４２６Ｂが、第１の隔離セクション２２０'及び第２
の隔離セクション２３０'の一部分に対して外向きに押圧するにつれて、第３の封止用部
品２０４'の非フック部分２０４Ａ'は、第３の封止用部品２０４'の非フック部分２０４
Ａ'と第４の封止用部品２０６'の上側フック２０６Ａ''との間の係合の構成に起因して、
第４の封止用部品２０６'の上側フック２０６Ａ''を咬合解除する（たとえば、図２１を
参照）。ただし、ジッパー側面部材上でスライダを保持する際に補助するように支持部材
４１０'上に含まれる保持部材４２８Ａ、４２８Ｂは、上側ジッパー側面部材１１２'又は
下側ジッパー側面部材１１４'と相互作用しないように、又は咬合解除しないように構成
される。
【００７３】
　図２７は、図１９に示した袋１００'上に動作可能に係合される、図２３～図２５に示
したスライダ１２０'の一実施形態を示す。図２７に示すように、スライダ１２０'は、上
側ジッパー側面部材１１２'及び下側ジッパー側面部材１１４'との跨状の関係を維持し、
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したがって、支持部材４１０'の少なくとも第２のジッパー側面部材開放部材４２６は、
上側ジッパー側面部材１１２'と下側ジッパー側面部材１１４'との間に区域（たとえば、
隔離セクション）に配設される。図２７に示した実施形態では、袋の一端の、上側ジッパ
ー側面部材１１２'と下側ジッパー側面部材１１４'との間の隔離セクション２２０に、デ
テント５００'が含まれる（たとえば、図２８を参照）。デテント５００'は、第２のジッ
パー側面部材開放部材４２６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のショルダー部材
４２６Ｂのうちの少なくとも１つと係合することが可能な凹部を備える。デテント５００
'との第２のジッパー側面部材開放部材４２６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２
のショルダー部材４２６Ｂのうちの少なくとも１つの係合は、支持部材４１０'及び第２
のジッパー側面部材開放部材４２６が、袋１００'の端部で下側ジッパー側面部材１１４'
を咬合解除するように、第２のジッパー側面部材開放部材４２６が、上側ジッパー側面部
材１１２'と下側ジッパー側面部材１１４'との間の隔離セクションには配置されないこと
を保証する。このようにすると、デテント５００'との第２のジッパー側面部材開放部材
４２６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のショルダー部材４２６Ｂのうちの少な
くとも１つの係合は、少なくとも下側ジッパー側面部材１１４'が袋の長さに沿って完全
に咬合していることを保証することによって、漏出を防止する端部封止を提供することが
できる。したがって、第２のジッパー側面部材開放部材４２６の第１のショルダー部材４
２６Ａ及び第２のショルダー部材４２６Ｂのうちの少なくとも１つとの正確な係合を保証
するために、少なくとも下側ジッパー側面部材１１４'から所定の距離にデテント５００'
を配置しなければならない。１つの実施形態では、デテント５００'は、下側ジッパー側
面部材１１４'から少なくとも約６０ｍｉｌから約１８７．５ｍｉｌの位置に配設される
。さらに、別の実施形態では、デテント５００'は、袋１００'の端部における少なくとも
下側ジッパー側面部材１１４'の適切な咬合を保証するために、袋１００'の縁部（たとえ
ば、１０６'）の４００ｍｉｌ以内でなければならない。デテント５００'との第２のジッ
パー側面部材開放部材４２６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のショルダー部材
４２６Ｂのうちの少なくとも１つの係合はまた、ユーザへの触感覚及び／又はクリック音
を提供することができ、したがって、袋が封止閉鎖されていることをユーザに確信させる
。第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のショルダー部材４２６Ｂが、凹部の底部の近
くでより細く、凹部の頂部でより厚くなるように、第２のジッパー側面部材開放部材４２
６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のショルダー部材４２６Ｂの構造をさらにテ
ーパー状にすることによって、デテント５００'との第２のジッパー側面部材開放部材４
２６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のショルダー部材４２６Ｂの係合により、
最大の聴覚／触覚エクスペリエンスをユーザに提供しながら、第２のジッパー側面部材開
放部材４２６の構造的一体性が維持される。この実施形態は、袋の一端にのみデテント５
００'を有するが、本発明はまた、袋の一端又は両端のいずれかにデテントを包含する。
【００７４】
　図２８は、図２７に示した袋上の含まれるデテント５００'の拡大部分断面図である。
図２８に示すように、デテント５００'は、図２１に示したダブルジッパー側面部材の、
上側ジッパー側面部材の第１の封止用部品２００'と下側ジッパー側面部材の第３の封止
用部品２０４'との間の第１の隔離セクション２２０'上に配設される。例として、デテン
ト５００'は、穿孔機及びダイアセンブリを使用して、ダブルジッパー側面部材の第１の
隔離セクション２２０'中に形成することができる。代替的には、デテント５００'は、切
削、冷間ストンピング、超音波ストンピング、モールディング、又は熱可塑性プラスチッ
ク材料を変形するため任意の他の方法で形成することができる。
【００７５】
　図２９は、図１９に示した袋１００'上に動作可能に係合される、図２３～図２５に示
したスライダ１２０'の別の実施形態を示す。図２９に示すように、上側ジッパー側面部
材１１２'と下側ジッパー側面部材１１４'との間の区域（たとえば、隔離セクション）に
おいて袋１００'の両端に、複数のデテント５０１'、５０２'が含まれる。デテント５０
１'、５０２'は、第２のジッパー側面部材開放部材４２６の第１のショルダー部材４２６
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Ａ及び第２のショルダー部材４２６Ｂのうちの少なくとも１つと係合することが可能な凹
部を備える。さらに、デテント５０１'、５０２'は、ユーザが袋１００'ジッパー側面部
材上でいずれかの方向にスライダ１２０'をスライドさせているときに、ユーザに保持ス
ポットを提供することができる。詳細には、デテント５０１、５０２'は、様々な凸面を
備えることができ、それにより、複数のデテント５０１'中のデテントのうちの１つは、
第２のジッパー側面部材開放部材４２６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のショ
ルダー部材４２６Ｂと係合する凸面のものとすることができる。しかしながら、複数のデ
テント５０１'、５０２'の他のデテントは、対向する凸面のものとすることができ、した
がって、これらのデテントは、第２のジッパー側面部材開放部材４２６の第１のショルダ
ー部材４２６Ａ及び第２のショルダー部材４２６Ｂと係合しないが、袋１００'上でスラ
イダ１２０'をスライドさせるときにユーザに保持スポットを提供する。上記で論じたよ
うに、複数のデテント５０１'中のデテントのうちの１つとの第２のジッパー側面部材開
放部材４２６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のショルダー部材４２６Ｂのうち
の少なくとも１つの係合は、端部封止、並びに、ユーザへの触感覚及び／又はクリック音
を提供することができ、したがって、袋が封止閉鎖されていることをユーザに確信させる
。この実施形態は、袋の両端に３つのデテント５０１'、５０２'を有するが、本発明はま
た、袋の一端又は両端のいずれかに任意の数のデテントを包含する。上記で論じたように
、デテント５０１'、５０２'は、穿孔機及びダイアセンブリを使用して形成することがで
きる。代替的には、デテント５０１'、５０２'は、切削、超音波ストンピング、モールデ
ィング、又は熱可塑性プラスチック材料を変形するため任意の他の方法で形成することが
できる。
　図２７～図２９は、袋１００'の一端に少なくとも１つのデテント５００'をもつ一実施
形態を示すが、袋１００'の縁部又はサイドウェルドに任意の端部ストンプがない袋１０
０'がさらに図示されている。サイドウェルドは、袋の側壁並びにジッパー側面部材が封
止される、袋の縁部にある区域を包含する。１つの実施形態では、ジッパー側面部材（単
数又は複数）は、袋１００'の縁部又は端部から０．１６ｍｉｌ以内で閉鎖又は封止され
る。別の実施形態では、少なくとも上側ジッパー側面部材１１２'のサイドウェルドは、
約４５ｍｉｌから約７２ｍｉｌ、好ましくは約５２ｍｉｌから約５８ｍｉｌの厚さ、最も
好ましくは約５６ｍｉｌの厚さの封止されたジッパー側面部材を生じる。この実施形態で
は、上側ジッパー側面部材１１２'と下側ジッパー側面部材１１４'との間の区域（たとえ
ば、隔離セクション２２０'、２３０'）のサイドウェルドは、約４ｍｉｌから約２８ｍｉ
ｌ、好ましくは約１２ｍｉｌからの約２４ｍｉｌ、より好ましくは約１８ｍｉｌから約２
２ｍｉｌの厚さを有するプロファイル間に封止区域を生じる。これらのサイドウェルドは
、支持部材４１０'の第２のジッパー側面部材開放部材４２６と延長部材４２７Ａの両方
（たとえば、図２５を参照）がそれぞれ、袋の閉鎖端部又は開放端部いずれかまで移動し
、そこに入ることができる、或いは、そこで捕捉できる区域を提供し、したがって、スラ
イダ１２０'は、袋１００'の端部から落下しない。このようにして、サイドウェルドは、
袋１００'上の端部ストンプ又は端部ストップを必要とすることなく、軸方向のスライダ
保持を提供する。詳細には、軸方向のスライダ保持は、少なくとも、たとえば熱溶接によ
る袋１００'の縁部における上側ジッパー側面部材１１２'の封止に起因して提供される。
１つの実施形態では、上記の厚さを含むサイドウェルド、並びに、第２のジッパー側面部
材開放部材４２６、支持部材４１０'及び延長部材４２７Ａをもつ、スライダ１２０'のそ
のような構成は、約４ｌｂｆから約１８ｌｂｆの軸方向のスライダ保持力を提供する。
【００７６】
　図３０は、本発明によるダブルジッパー側面部材を備える袋４０００の別の実施形態を
示す。図３０に示した袋４０００の部分側面図は、第１の側壁４００２、並びに、側壁４
００２の上端部に取り付けられた上側ジッパー側面部材４００６及び下側ジッパー側面部
材４００８を含む。袋４０００上に、上側ジッパー側面部材４００６及び下側ジッパー側
面部材４００８と跨状の関係で、スライダ４０２０が動作可能に係合される。ただし、ス
ライダ４０２０は、上側ジッパー側面部材４００６と下側ジッパー側面部材４００８との
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間に規定された領域４０１０に沿って跨る咬合解除フィンガー４０２２を含む。袋４０２
０は、スライダ４０２０が上側ジッパー側面部材４００６から外れることを防止するため
に、上側ジッパー側面部材４００６の少なくとも一端に配設された端部ストップ４００５
をさらに含むことができる。図３０に示した実施形態では、上側ジッパー側面部材４００
６の封止用部品（図示せず）は、互いに係合したときに、可聴音及び／又は触覚若しくは
触感覚を提供するように構成される。しかしながら、下側ジッパー側面部材４００８の封
止用部品（図示せず）は、互いに係合したときに、可聴音及び／又は触感覚を提供するよ
うには構成されない。このように、下側ジッパー側面部材４００８は変更されず、したが
って、耐漏出封止専用とすることができ、上側ジッパー側面部材４００６は、以下により
詳細に記載するように変更され、したがって、聴覚／触覚フィードバックプロファイル専
用とすることができる。互いに係合したときに可聴音及び／又は触覚若しくは触感覚を提
供するように構成される上側ジッパー側面部材の封止用部品を提供する当該構成は、上述
したダブルジッパー側面部材及び／又はスライダの実施形態のいずれかとともに利用する
ことができる。
【００７７】
　かかる聴覚特徴及び触覚特徴を提供するための様々な技法が知られており、１つの例は
、封止用部品のプロファイルの長さに沿って断続的に凹部を提供すること、或いはより一
般的には、封止用部品をそれらの長さに沿って不連続にすることである。図３１Ａから図
３１Ｄは、図３０に示した上側ジッパー側面部材４００６、並びに図３Ａ～図３Ｇ、図７
Ａ～図８Ｂ、図１５Ａ及び図２１に示した様々なジッパー側面部材に聴覚特徴及び／又は
触覚特徴を提供するために使用することができる凹部又は不連続構造の３つの実施形態を
示す。図３１Ａは、変形していないジッパー側面部材の封止用部品５０００を表示し、し
たがって、ジッパー側面部材の対向する封止用部品と係合したときに、いかなるタイプの
聴覚特徴又は触覚特徴も提供しない。図３１Ｂは、片側凹部５０１１を封止用部品５０１
０の長さに沿って断続的に提供することによって部分的に変形したジッパー側面部材の封
止用部品５０１０を表示する。詳細には、封止用部品５０１０は、封止用部品５０１０の
非変形部分５０１２に隣接して提供された片側変形又は凹部５０１１を含む。図３１Ｃは
、凹部５０２１を封止用部品５０２０の長さに沿って断続的に提供することによって部分
的に変形したジッパー側面部材の封止用部品５０２０を表示する。詳細には、封止用部品
５０２０は、封止用部品５０２０の非変形部分５０２２に隣接した提供された変形又は凹
部５０２１を含み、したがって、変形又は凹部５０２１は、内向きかつ上向きに平坦化又
はプレスされた封止用部品５０２０の一部分を備える。図３１Ｄは、両側凹部５０３１を
封止用部品５０３０の長さに沿って断続的に提供することによって部分的に変形したジッ
パー側面部材の封止用部品５０３０を表示する。詳細には、封止用部品５０３０は、封止
用部品５０３０の非変形部分５０３２に隣接して提供された両側変形又は凹部５０３１を
含む。変形又は断続的な凹部は、スライダがジッパー側面部材（単数又は複数）の封止用
部品に沿って進むにつれて、ジッパー側面部材の封止用部品を、振動又はデコボコ感とと
もに、又は可聴クリック音とともに、デコボコ感と可聴クリック音の両方ともに一緒に閉
鎖させる。ただし、図３１Ｄに示した両側変形又は凹部５０３１は、図３１Ｂに示した片
側変形又は凹部５０１１或いは図３１Ｃの変形又は凹部５０２１と比較して、はるかによ
り大きい聴覚／触覚フィードバックを提供する可能性がある。聴覚特徴又は触覚特徴をも
つ袋の封止用部品を提供する例は、米国特許第５,１４０,７２７号で見出すことができ、
その開示全体が参照として本明細書に組み込まれる。上記の実施形態は、封止用部品のプ
ロファイルの長さに沿って断続的に配設された凹部として聴覚特徴及び／又は触覚特徴を
提供しているが、クロージャプロファイルの封止用部品の上方の、その下方の、その後ろ
の、及び／又はその間のバッキングストリップ２１０、２１２、２１０'及び２１２'の一
部分に凹部を提供することもできる。
【００７８】
　図３２は、本発明によるダブルジッパー側面部材の上側ジッパー側面部材に、聴覚特徴
及び／又は触覚特徴を提供するための別の実施形態を示す。具体的には、図３２は、図１
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に示した袋１００を示し、図１８Ａに示したスライダ２０００が袋１００上に動作可能に
係合され、袋１００の上側ジッパー側面部材１１２及び下側ジッパー側面部材１１４と跨
状の関係である。ただし、図３２に示した上側ジッパー側面部材１１２は、上側ジッパー
側面部材１１２の長さに沿って断続的な変形６０００を提供するために、たとえば、指向
性の鋸歯によって、変更又は変形されている。上側ジッパー側面部材１１２の変形６００
０は、スライダ２０００が上側ジッパー側面部材１１２に沿って進むときに、聴覚特徴及
び／又は触覚特徴を提供する。詳細には、スライダ２０００は、たとえば、スライダ２０
００の頂部壁から延び、かつ、上側ジッパー側面部材１１２の一端から他端までスライダ
が移動するにつれて上側ジッパー側面部材１１２の変形６０００と係合するフラッパー部
材（図示せず）を含むことができる。所望の聴覚／触覚フィードバックを提供するために
、本発明の趣旨から逸脱することなく、スライダ２０００のフラッパー部材又は他の要素
（単数又は複数）の構成、並びに変形の固有の形状及び／又は構成を変更することができ
る。図３２の上側ジッパー側面部材１１２の変形６０００の構成は、図１９の袋１００'
の上側ジッパー側面部材１１２'にも提供することができる。
【００７９】
　図３３は、本発明によるダブルジッパー側面部材に、聴覚特徴及び／又は触覚特徴を提
供するための別の実施形態を示す。具体的には、図３３は、図１に示した袋１００及びス
ライダ１２０を示し、スライダ１２０は、袋１００上に動作可能に係合され、袋１００の
上側ジッパー側面部材１１２及び下側ジッパー側面部材１１４と跨状の関係である。ただ
し、図３３に示した上側ジッパー側面部材１１２と下側ジッパー側面部材１１４との間の
区域は、上側ジッパー側面部材１１２及び下側ジッパー側面部材１１４の長さに沿って複
数の凹部７０００Ａ、７０００Ｂ、８０００Ａ及び８０００Ｂを提供するために、熱及び
／又は圧力を使用して変形ホイール、ナイフ又はバーによって変更さ又は変形されている
。凹部７０００Ａ、７０００Ｂ、８０００Ａ及び８０００Ｂは、スライダ１２０が上側ジ
ッパー側面部材１１２及び下側ジッパー側面部材１１４に沿って進むときに、聴覚特徴及
び／又は触覚特徴を提供する。詳細には、凹部７０００Ａ、７０００Ｂ、８０００Ａ及び
８０００Ｂは、たとえば、スライダ１２０をダブルジッパー側面部材に沿って移動させた
ときに、音又は振動のような聴覚フィードバック及び／又は触覚フィードバックをユーザ
に提供するために、スライダ１２０の一部分と相互作用する垂直に配向された溝又はスリ
ットを含む。凹部７０００Ａ、７０００Ｂ、８０００Ａ及び８０００Ｂは、垂直に配向さ
れた溝又はスリットとして図３３に示されているが、凹部７０００Ａ、７０００Ｂ、８０
００Ａ及び８０００Ｂは、たとえば、ディンプル、リブ、バンプ、突起、リッジ又は溝を
備えることもでき、たとえば、円弧、矩形又はｖ字型、又は、対角、水平、円形のような
、聴覚フィードバック及び／又は触覚フィードバックを提供する任意の形状をさらに備え
ることができる。
【００８０】
　図３３の実施形態では、凹部７０００Ａは、ダブルジッパー側面部材の長さに沿って、
規則的に反復する間隔又はパターンで互いから離間しており、凹部７０００Ｂもまた、ダ
ブルジッパー側面部材の長さに沿って、規則的に反復する間隔で互いから離間している。
凹部７０００Ａ同志の間隔は、凹み７０００Ｂ同志の間隔と同じでも、異なってもよい。
たとえば、凹部７０００Ａは、規則的に離間した凹部の第１のシリーズを備え、凹部７０
００Ｂは、規則的に離間した凹部の第２のシリーズを含む。ただし、凹部７０００Ａ同志
が互いに離間する距離は、凹部７０００Ｂ同志が互いに離間する距離とは異なる。そのよ
うな構成の場合、凹部７０００Ａは、スライダ１２０が凹部７０００Ａと相互作用すると
、第１の周波数の第１の音を生成し、凹部７０００Ｂは、スライダ１２０が凹部７０００
Ｂと相互作用すると、第２の周波数の第２の音を生成する。同様に、凹部８０００Ａは、
規則的に離間した凹部の第１のシリーズを備え、凹部８０００Ｂは、規則的に離間した凹
部の第２のシリーズを含む。凹部７０００Ａ、７０００Ｂと同様に、凹部８０００Ａ同志
の間隔は、凹み８０００Ｂ同志の間隔と同じでも、異なってもよい。図３３の実施形態で
は、凹部８０００Ａ同志が互いに離間する距離は、凹部８０００Ｂ同志が互いに離間する
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距離とは異なる。したがって、上記で論じたように、凹部８０００Ａは、スライダ１２０
が凹部８０００Ａと相互作用すると、第１の周波数の第１の音を生成し、凹部８０００Ｂ
は、スライダ１２０が凹部８０００Ｂと相互作用すると、第２の周波数の第２の音を生成
する。凹部７０００Ａ、７０００Ｂ、８０００Ａ及び８０００Ｂの各々により生成された
音又は周波数は、同じでも、互いに異なっていてもよい。さらに、ダブルジッパー側面部
材の長さに沿った凹部７０００Ａ、７０００Ｂ、８０００　Ａ及び８０００Ｂの各々の間
隔は、同じでも、互いに異なっていてもよい。図３３の実施形態は、ダブルジッパー側面
部材の各側部上の規則的に離間した凹部（７０００Ａ、８０００Ａ）の第１のシリーズと
、規則的に離間した凹部（７０００Ｂ、８０００Ｂ）の第２のシリーズを示している一方
で、規則的に離間した凹部の単一のシリーズのみを、ダブルジッパー側面部材の片側又は
両側に提供することができ、或いは、規則的に離間した凹部の３つ以上のシリーズを、ダ
ブルジッパー側面部材の片側又は両側に提供することができる。
【００８１】
　さらに、図３３の実施形態では、凹部７０００Ａ及び７０００Ｂは、ダブルジッパー側
面部材の外部表面上の上側ジッパー側面部材１１２と下側ジッパー側面部材１１４との間
の区域に提供され、凹部８０００　Ａ及び８０００Ｂは、ダブルジッパー側面部材の内部
表面上の上側ジッパー側面部材１１２と下側ジッパー側面部材１１４との間の区域（たと
えば、隔離セクション）に提供される。ただし、凹部７０００Ａ、７０００Ｂ、８０００
Ａ及び８０００Ｂは、ダブルジッパー側面部材の外部表面及び内部表面の一方又は両方か
、或いは、それらの任意の組合せのいずれかに提供することができる。代替的には、凹部
７０００Ａ、７０００Ｂ、８０００Ａ及び８０００Ｂは、ダブルジッパー側面部材の片側
の外部表面及び／又は内部表面のみに提供することができる。さらに、所望の聴覚／触覚
フィードバックを提供するために、本発明の趣旨から逸脱することなく、凹部の固有の形
状及び／又は構成を変更することができる。たとえば、凹部は、たとえば、ディンプル、
リブ、バンプ、突起、リッジ又は溝を備えることでき、たとえば、円弧、矩形又はｖ字型
、又は、対角、水平、円形のような、聴覚フィードバック及び／又は触覚フィードバック
を提供する任意の形状をさらに備えることができる。図３３の袋１００の凹部７０００、
７０００Ｂ、８０００Ａ及び８０００Ｂの構成は、図１９の袋１００'にも提供すること
ができる。さらに、所望の聴覚フィードバック／触覚フィードバックを達成するために、
ジッパー側面部材自体に提供される変形又は凹部、たとえば、図３１Ｂ～図３１Ｄの実施
形態の５０１１、５０２１及び５０３１、並びに、ジッパー側面部材の間の区域に提供さ
れる変形又は凹部、たとえば、図３３の実施形態の凹部７０００　Ａ、７０００Ｂ、８０
００Ａ及び８０００Ｂの任意の組み合わせを袋１００、１００'に提供することができる
。
【００８２】
　図３４Ａ～図３４Ｃは、図１９に示した袋１００'上に動作可能に係合される、図２３
～図２５に示したスライダ１２０'の別の実施形態を例示する。図３４Ａ～図３４Ｃに示
すように、スライダ１２０'は、上側ジッパー側面部材１１２'及び下側ジッパー側面部材
１１４'との跨状の関係を維持し、したがって、支持部材４１０'の少なくとも第２のジッ
パー側面部材開放部材４２６は、上側ジッパー側面部材１１２'と下側ジッパー側面部材
１１４'との間に区域（たとえば、隔離セクション）に配設される。図３４Ａ～図３４Ｃ
に示した実施形態では、袋の一端の、上側ジッパー側面部材１１２'と下側ジッパー側面
部材１１４'との間の隔離セクション２２０'、２３０'のうちの少なくとも１つに、デテ
ント８０００が含まれる（たとえば、図３５Ａ及び図３５Ｂを参照）。デテント８０００
は、図２７～図２９に示したデテント５００'、５０１'及び５０２'の代替実施形態であ
る。デテント８０００は、それぞれの隔離セクション（２２０'、２３０'）を通って少な
くとも部分的に延びる凹部又はヒダを備える。デテント８０００は、第２のジッパー側面
部材開放部材４２６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のショルダー部材４２６Ｂ
のうちの少なくとも１つと係合することが可能である（たとえば、図２４及び図２５を参
照）。デテント８０００との第２のジッパー側面部材開放部材４２６の第１のショルダー
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部材４２６Ａ及び第２のショルダー部材４２６Ｂのうちの少なくとも１つの係合は、第２
のジッパー側面部材開放部材４２６が、袋１００'の端部で下側ジッパー側面部材１１４'
を咬合解除するように、第２のジッパー側面部材開放部材４２６が、上側ジッパー側面部
材１１２'と下側ジッパー側面部材１１４'との間の隔離セクションには配置されないこと
を保証する。このようにすると、デテント８０００との第２のジッパー側面部材開放部材
４２６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のショルダー部材４２６Ｂのうちの少な
くとも１つの係合は、少なくとも下側ジッパー側面部材１１４'が袋の長さに沿って完全
に咬合していることを保証することによって、漏出を防止する端部封止を提供することが
できる。したがって、第２のジッパー側面部材開放部材４２６の第１のショルダー部材４
２６Ａ及び第２のショルダー部材４２６Ｂのうちの少なくとも１つとの正確な係合を保証
するために、少なくとも下側ジッパー側面部材１１４'から所定の距離にデテント８００
０'を配置しなければならない。１つの実施形態では、デテント８０００は、下側ジッパ
ー側面部材１１４'から少なくとも約６０ｍｉｌから約１８７．５ｍｉｌの位置に配設さ
れる。別の実施形態では、デテント８０００は、それぞれの隔離セクション（２２０'、
２３０'）の区域を拡張し、それにより、上側ジッパー側面部材１１２'と下側ジッパー側
面部材１１４'との間のデテント８０００の区域において、それぞれの隔離セクション（
２２０'、２３０'）の長さ又は距離が増大される。上側ジッパー側面部材１１２'と下側
ジッパー側面部材１１４'との間の区域の拡張又は変形の結果、それぞれの隔離セクショ
ン（２２０'、２３０'）を、デテント８０００の区域においてより薄くすることができる
。上側ジッパー側面部材１１２'と下側ジッパー側面部材１１４'との間のこの区域を拡張
又は変形することによって、デテント８０００は、第２のジッパー側面部材開放部材４２
６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のショルダー部材４２６Ｂのうちの少なくと
も１つの周りで拡張することによって、第２のジッパー側面部材開放部材４２６の第１の
ショルダー部材４２６Ａ及び第２のショルダー部材４２６Ｂのうちの少なくとも１つと効
果的に係合することができる。さらに、以下でより詳細に論じるように、デテント８００
０が、第２のジッパー側面部材開放部材４２６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２
のショルダー部材４２６Ｂのうちの少なくとも１つの周りで拡張し、それと係合すると、
第２のジッパー側面部材開放部材４２６はもはや、下側ジッパー側面部材１１４'の封止
用部品（たとえば、２０４'及び２０６'）を咬合解除することができない。
【００８３】
　１つの実施形態では、たとえば、デテント８０００がジッパー側面部材に沿って延びる
長手方向距離又は長さは、図２７～図２９に示したデテント５００'、５０１'及び５０２
'と比較して長い。１つの実施形態では、デテントの長さは、約３７５ｍｉｌである。別
の実施形態では、デテント８０００の長さは、最大でスライダ１２０'の約１．５倍とす
ることができる。さらに、デテント８０００は、好ましくは、袋１００'の端部まで延び
る（たとえば、図３４Ａ～図３４Ｃを参照）。デテント８０００は、袋１００'の端部又
は端部封止まで全体にわたって延び、それにより、第２のジッパー側面部材開放部材４２
６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のショルダー部材４２６Ｂのうちの少なくと
も１つが、袋の端部封止と、下側ジッパー側面部材１１４'自体がスナップ封止する点と
の間の位置で、デテント８０００と係合する。詳細には、袋の端部封止と下側ジッパー側
面部材１１４'自体がスナップ封止する点との間に臨界距離が存在する。袋１００'の端部
又は端部封止まで全体にわたってデテント８０００を延ばすことによって、第２のジッパ
ー側面部材開放部材４２６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のショルダー部材４
２６Ｂのうちの少なくとも１つが、この臨界距離内でデテント８０００と係合し、したが
って、下側ジッパー側面部材１１４'を完全に閉鎖させる。デテント８０００との第２の
ジッパー側面部材開放部材４２６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第２のショルダー
部材４２６Ｂのうちの少なくとも１つの係合はまた、ユーザへの触感覚及び／又はクリッ
ク音を提供することができ、したがって、袋が封止閉鎖されていることをユーザに確信さ
せる。図３４Ａ～図３４Ｃの実施形態は、袋の一端にのみデテント８０００を有するが、
本発明はまた、袋の一端又は両端のいずれかにデテントを包含する。
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【００８４】
　図３５Ａ及び図３５Ｂは、図３４Ａに示した袋上に含まれるデテント８０００の拡大部
分断面図である。図３５Ａに示すように、デテント８０００は、袋の一方の側壁１０４'
に配設された第１側８００１を含む。図３５Ａの実施形態では、デテント８０００の第１
側８００１は、図２１に示したダブルジッパー側面部材の、上側ジッパー側面部材の第１
の封止用部品２０２'と下側ジッパー側面部材の第３の封止用部品２０６'との間の第２の
隔離セクション２３０'上に配設される。図３５Ａの実施形態では、デテント８０００の
第１側８００１は、側壁１０４'の袋の内部に面した側の凸表面、及び側壁１０４'の袋の
外側に面した側の凹表面を備える。ただし、デテント８０００の第１側８００１は、代替
的には、側壁１０４'の袋の内部に面した側の凹表面、及び側壁１０４'の袋の外側に面し
た側の凸表面を有してもよい。別の実施形態では、デテント８０００の第１側８００１は
、袋の内部又は外部に面した１つ以上の凹表面及び／又は凸表面を有することができる。
図３５Ｂに示すように、デテント８０００は、袋の対向する側壁１０２'に配設された第
２側８００２を含む。図３５Ｂの実施形態では、デテント８０００の第２側８００２は、
図２１に示したダブルジッパー側面部材の、上側ジッパー側面部材の第１の封止用部品２
００'と下側ジッパー側面部材の第３の封止用部品２０４'との間の第１の隔離セクション
２２０'上に配設される。図３５Ｂの実施形態では、デテント８０００の第２側８００２
は、側壁１０２'の袋の内部に面した側の凹表面、及び側壁１０２'の袋の外側に面した側
の凸表面を備える。ただし、デテント８０００の第１側８００２は、代替的には、側壁１
０２'の袋の内部に面した側の凸表面、及び側壁１０２'の袋の外側に面した側の凹表面を
有してもよい。別の実施形態では、デテント８０００の第２側８００２は、袋の内部又は
外部に面した１つ以上の凹表面及び／又は凸表面を有することができる。デテント８００
０の第１側８００１及び第２側８００２は、凹表面及び／又は凸表面を有するものとして
記載されているが、デテント８０００の第１側８００１及び第２側８００２について、多
数の代替形状及び構成がある。たとえば、第１側８００１及び第２側８００２は、実質的
に矩形又は三角形の断面を有することができる。さらに、図３４Ａ～図３７に示した形状
及び構成のほかに、卵形、三角形、Ｘ字型、Ｓ字型、星形、ハート形などの形状の断面を
もつデテントなど、多種多様な代替形状でデテント８０００を形成し得ることを当業者は
認識するであろう。デテント８０００は、第２のジッパー側面部材開放部材４２６の第１
のショルダー部材４２６Ａ及び第２のショルダー部材４２６Ｂのうちの少なくとも１つと
の係合を可能にする任意の形状又は構成を備える。さらに、デテント８０００は、第１側
８００１、第２側８００２の両方とは対照的に、一方側のみ（すなわち、８００１又は８
００２）を備えてもよい。例として、デテント８０００は、穿孔機及びダイアセンブリを
使用して、ダブルジッパー側面部材の第１の隔離セクション２２０'、２３０'中に成形す
ることができる。代替的には、デテント８０００は、切削、冷間ストンピング、超音波ス
トンピング、モールディング、又は熱可塑性プラスチック材料を変形するため任意の他の
方法で形成することができる。
【００８５】
　図３６及び図３７は、図３４Ｂ及び図３４Ｃにそれぞれ示した袋上に含まれるデテント
８０００の拡大部分断面図を示す。図３６の実施形態に示すように、デテント８０００は
、上側ジッパー側面部材の第１の封止用部品２０２'と下側ジッパー側面部材の第３の封
止用部品２０６'との間の第２の隔離セクション２３０'上に配設された凹部又はヒダを備
える第１側８００１を含む。デテント８０００は、上側ジッパー側面部材の第１の封止用
部品２００'と下側ジッパー側面部材の第３の封止用部品２０４'との間の第１の隔離セク
ション２２０'上に配設された凹部又はヒダを備える第２側８００２を含む。図３６の実
施形態では、スライダ１２０'は、ダブルジッパー側面部材上に動作可能に係合され、デ
テント８０００の近くに配置される（たとえば、図３４Ｂを参照）。ただし、スライダ１
２０'の第２のジッパー側面部材開放部材４２６は、デテント８０００とまだ係合してい
ない。図３６の実施形態に更に示すように、デテント８０００とのスライダ１２０'の第
２のジッパー側面部材開放部材４２６の係合よりも前に、デテント８０００の第１側８０
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０１は、デテント８０００の第２側８００２内に配置される、又はその中にネストする。
図３７の実施形態では、スライダ１２０'は、ダブルジッパー側面部材上に動作可能に係
合され、スライダ１２０'の第２のジッパー側面部材開放部材４２６は、デテント８００
０内に配置される（たとえば、図３４Ｃを参照）。したがって、この実施形態では、スラ
イダ１２０'の第２のジッパー側面部材開放部材４２６は、デテント８０００と係合され
る。図３７の実施形態に示すように、スライダ１２０'の第２のジッパー側面部材開放部
材４２６がデテント８０００と係合すると、デテント８０００は、第２のジッパー側面部
材開放部材４２６の周りで拡張し、デテント８０００の第１側８００１を、デテント８０
００の第２側８００２から飛び出させ、そこから離れて配置させる。さらに、デテント８
０００が拡張し、スライダ１２０'の第２のジッパー側面部材開放部材４２６と係合する
と、デテント８０００の拡張により、下側ジッパー側面部材１１４'の封止用部品をこじ
開け、開放させる第２のジッパー側面部材開放部材４２６の能力が除去されるので、第２
のジッパー側面部材開放部材４２６は、下側ジッパー側面部材１１４'の封止用部品を咬
合解除することができない。
【００８６】
　上記で論じたように、デテント８０００の第１側８００１及び第２側８００２とのスラ
イダ１２０'の第２のジッパー側面部材開放部材４２６の係合よりも前に、第１側８００
１は、デテント８０００の第２側８００２内に配置され、又はその中にネストする（たと
えば、図３６を参照）。しかしながら、スライダ１２０'の第２のジッパー側面部材開放
部材４２６がデテント８０００と係合すると、デテント８０００の第１側８００１が飛び
出して、第２のジッパー側面部材開放部材４２６の第１のショルダー部材４２６Ａ及び第
２のショルダー部材４２６Ｂのうちの少なくとも１つと係合する（たとえば、図３７を参
照）。デテント８０００の第１側８００１がデテント８０００の第２側８００２内にもは
や配置されていない、又はその中にネストしていないという、デテント８０００の第１側
８００１に対するこの変化は、永続的でも一時的でもよい。したがって、上側ジッパー側
面部材及び下側ジッパー側面部材の封止用部品を咬合解除するために、スライダ１２０'
が図３４Ａ～図３４Ｃのデテント８０００から離れて進むと、第２のジッパー側面部材開
放部材４２６がデテント８０００から係合解除することになり、デテント８０００の第１
側８００１は、デテント８０００の第２側８００２から離れた位置（たとえば、図３７の
位置）のままでも、或いは、デテント８０００の第２側８００２内に配設又はネストされ
る位置（たとえば、図３６の位置）まで戻ってもよい。たとえば、デテント８０００の第
１側８００１に対するこれらの変化は、袋及び／又はジッパー側面部材を準備するために
使用される熱可塑性プラスチック材料の種類、並びに、デテント８０００を形成する方法
に依存する。上記で論じた実施形態は、スライダ１２０'の第２のジッパー側面部材開放
部材４２６とのデテント８０００の係合よりも前に、デテント８０００の第１側８００１
が、デテント８０００の第２側８００２内に配置又はネストされることを包含しているが
、デテント８０００の第１側８００１は、第１の隔離セクション２２０'又は第２の隔離
セクション２３０'内での初期作製時に、デテント８０００の第２側８００２から離れて
配設又は配置される（たとえば、図３７の位置）ように形成してもよい。したがって、こ
の実施形態では、デテント８０００の第１側８００１は、スライダ１２０'の第２のジッ
パー側面部材開放部材４２６とのデテント８０００の係合よりも前には、デテント８００
０の第２側８００２内に配置又はネストされない。
【００８７】
　上記で論じた様々な袋を形成するために使用され得る例示的な熱可塑性プラスチック材
料として、他のポリオレフィンプラストマー並びにそれらの組合せ及びブレンドの中でも
、たとえば、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリエチレン（ＰＥ）、メタロセンポリエチレン
（ｍＰＥ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）
、超低密度ポリエチレン（ＵＬＤＰＥ）、二軸延伸ポリエチレンテレフタレート（ＢＰＥ
Ｔ）、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）が挙げ
られる。使用され得るさらに他の材料として、スチレンブロックコポリマー、ポリオレフ
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ィンブレンド、エラストマー合金、熱可塑性ポリウレタン、熱可塑性コポリエステル、熱
可塑性ポリアミド、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）のポリマー及びコポリマー、ポリ塩化ビニ
リデン（ＰＶＤＣ）、サランポリマー、エチレン／ビニルアセテートコポリマー、セルロ
ースアセテート、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、イオノマー、ポリスチレン、
ポリカーボネート、スチレンアクリロニトリル、芳香族ポリエステル、鎖状ポリエステル
、並びに熱可塑性ポリビニルアルコールが挙げられる。当業者には、袋を形成するために
、多種多様な他の材料もまた使用され得ることが認識されよう。
【００８８】
　上記で論じた様々な実施形態の上側ジッパー側面部材及び下側ジッパー側面部材は各々
、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、鎖状低密度ポリ
エチレン（ＬＬＤＰＥ）、及びそれらの組み合わせのような熱可塑性プラスチックで形成
され得る。１つの実施形態では、たとえば、剛性が高くなるように、ＨＤＰＥ、ＬＤＰＥ
及びＬＬＤＰＥの混合物でバッキング部材を形成することができ、より柔軟になるように
、ＬＤＰＥで封止用部品及び／又はリブ部材が形成される。袋１００、１００'の側壁１
０２、１０４、１０２'、１０４'にバッキング部材の少なくとも一部分をそれぞれ積層す
ることによって、袋１００、１００'上に、上側ジッパー側面部材及び下側ジッパー側面
部材を配設することができる。代替的には、下側ジッパー側面部材１１４、１１４'の下
に延びているバッキング部材の一部分を省略することができ（（たとえば、図３Ｆ、図３
Ｇ及び図２２Ａ～図２２Ｆを参照）、したがって、袋１００、１００'の側壁１０２、１
０４、１０２'、１０４'にバッキング部材をそれぞれ積層することによって、袋１００、
１００'上に、上側ジッパー側面部材と下側ジッパー側面部材との間の（たとえば、隔離
セクション中の）バッキング部材の一部分が配設される。
【００８９】
　本明細書に記載する様々な袋は、封止用部品の１つの対を含むが、袋の他の実施形態は
、封止用部品の３つ以上の対を含むことができることを留意されたい。また、ジッパー側
面部材の封止用部品は、必ずしも袋の縁部全体に延びる必要がないことも留意されたい。
たとえば、いくつかの実施形態では、袋１００、１００'は、袋１００、１００'の縁部１
０６、１０６'及び１０８、１０８'に、拡張された封止セクションを含んでもよく、ジッ
パー側面部材１１２、１１４、１１２'、１１４'の封止用部品は、一方の封止セクション
から他方まで延びているにすぎず、袋１００、１００'の縁部１０６、１０６'及び１０８
、１０８'全体にわたっては延びないように構成される。
【００９０】
　本明細書で例示され、記載されたスライダの各々は、上側ジッパー側面部材１１２、１
１２'及び下側ジッパー側面部材１１４、１１４'のようなダブルジッパー側面部材と動作
可能に係合することができる。スライダは、使用中、ユーザが、約６０グラムから約２０
０グラム範囲内の力をスライダに提供し、袋１００、１００'のダブルジッパー側面部材
に沿ってスライダをスライドさせ、及び上側ジッパー側面部材１１２、１１２'及び下側
ジッパー側面部材１１４、１１４'の封止用部品の効果的な開放、すなわち、咬合解除を
保証する必要があるように構成される。スライダを、複数の部品で作製し、１つに溶接し
てもよく、或いは、それらの部品を、ヒンジ式要素を用いて、又はヒンジ式要素なしに、
１つにスナップ嵌合するように構築してもよい。また、スライダは、１部品構造のもので
もよい。スライダは、たとえば射出成形又は任意の他の方法のような任意の所望の方法を
使用して作製することができる。スライダは、たとえば、ナイロン、ポリプロピレン、ポ
リスチレン、アセタール、硬化アセタール、ポリケトン、ポリブチレンテレフタレート、
高密度ポリエチレン、ポリカーボネート、又はアクリロニトリルブタジエンスチレン（Ａ
ＢＳ）のような任意の好適なプラスチックで成形することができる。スライダは、透明で
も、不透明でも、あるは着色されていてもよい。さらに、様々なスライダの特定の実施形
態のうちのいずれか１つの一部及び特徴は、本発明の趣旨から逸脱することなく、任意の
他の実施形態の一部及び特徴と置換することができる。
【００９１】
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　特定の具体的な例示的実施形態に関して本発明を説明してきたが、本開示に照らすと、
当業者には、多くのさらなる修正形態及び変形形態が明らかになるであろう。したがって
、本発明は、特段の記載がない限り、本明細書で具体的に記載した通りに実施することが
できると理解すべきである。したがって、本発明の例示的な実施形態は、すべての点にお
いて例示的なものであり、限定的なものではないと考えるべきであり、本発明の範囲は、
上記の記載によってではなく、本発明によってサポート可能な任意の請求項及びその均等
物によって判断すべきである。
【産業上の利用可能性】
【００９２】
　本明細書に記載した封止用構造部材は、その中に製品を保存するためにパウチ又は熱可
塑性保存袋を咬合及び咬合解除することなどによって、いかなるタイプの開口部も封止及
び再封止する有益な方法を提供する。ダブルジッパー側面部材は、対向する封止用部品を
咬合させたときにマルチバリア封止を提供することができる。本スライダは、スライダが
ダブルジッパーの閉鎖端部にあるときに、全く漏出させることなく、ダブルジッパー側面
部材を完全に封止し、開封することができる。

【図１】 【図２】



(42) JP 6804987 B2 2020.12.23

【図３Ａ】 【図３Ｂ１】

【図３Ｂ２】 【図３Ｃ１】



(43) JP 6804987 B2 2020.12.23

【図３Ｃ２】 【図３Ｄ】
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【図６Ｃ】
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【図１０Ｄ】

【図１０Ｅ】

【図１１】
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【図１４】 【図１５Ａ】
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【図１５Ｄ】 【図１６】
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【図１８Ａ】
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【図１８Ｂ】 【図１９】

【図２０】 【図２１】
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【図２２Ｄ】

【図２２Ｅ】
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【図２３】
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【図２６】 【図２７】
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【図３０】 【図３１Ａ】

【図３１Ｂ】

【図３１Ｃ】

【図３１Ｄ】 【図３２】



(54) JP 6804987 B2 2020.12.23

【図３３】 【図３４Ａ】

【図３４Ｂ】 【図３４Ｃ】
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【図３５Ａ】 【図３５Ｂ】

【図３６】 【図３７】
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